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結 核 專 門 雑 誌

BeitragezurKlinikderTuberkulose,Bd.80,H.2,1932.

肺 結 核 症 二 封 ス ル 外 科 的 虚 脱 療 法 二 就 テ

▼H
uber,PaulundCarlWaitz:BeitragzurChirurg・

ischenKollapstherapiebeiLungentuberkulose.

(ChirurgischenUniversitatsKlinikInnsbruck.-Vor。

stand:Prof.E.Ranzi.)

i著者 等 ・・1919-1924年 二 於 ク ルWien/Rudolfs・

pita1.及1924-1931年 二 於 ケ ルInnsbruck,ノUniver・

・sitats・Klinik二 於 テ
、Prof.Ranzi二 依 ツ テ 外 科 的

二 治 療 サ レ タ 肺 結 核 症 例 ノ 経 験 二 就 テ 報 告 ン テ ヰ

Jレo

先 ヅ第 一 二統 計 的事 實 ヲ基 ゲ、 次 デ是 等 ノ 患 者 ノ臨

.林的 理 學 的 所 見 二就 デ説 明 シテ ヰ ルレ。

統 計 ト シテ、 次 ノ様 二記 載 シテ ヰ ルレ。

患 者 例 ノ・、1.胸 廓 成 形 術80例(完 全66、 部 分 的

14)、2.肺 充 填 法23例 、3.横 隔 膜 紳 経 捻 除 術32

例 、 合 計 ユ35例 デ アル 。

1.胸 廓 成 形 術 ハ萎 縮 傾 向 ヲ有 ス,レ偏 側 肺 結 核 症 二行

ツ タ。 然 シ乍 ラ萎 縮 傾 向 ノナ イ モ ノ、 及 他 側 二停 止

・性 病 竈 ヲ有 ス ル 者 ヲ モ 除 外 ンナ カツ タ
。 叉 少 数 例 ハ

著 明 ナ滲 出性 機 輔 ヲ示 ス モ ノ デ、 保 存 的 療 法 二依 ツ

テ ハ病 勢 ノ進 行 ノ止 マ ラ ヌ モ ノ ニ モ行 ツ タ。

手 術 ハ2同 二、 稀 ニ ハ3同 二行 ツ タ。

技 術 ハ寧 口Sauerbruchノ 方 法 ニー一致 ス,レ 方 法 ヲ用

ヒタ.コ ノ結 果、 治 癒(26.3%)、 輕 快(15.0%)、 輕

快 セ ヌ者(2.5%)、 手 術 後 ノ死 亡(11.2%)、 後 時 期 死

亡(36.3%)、 回 答 ナ キ者 」又・・未 ダ判 噺 シ得 ヌ者(8.7

%)デ アル.

ll.肺 充 填 法 ハ、Baerノ 方 法 二依 リ、 「パ ラ フィン」ヲ

用 ヒタ。 用 丑 ・・200-350武 ヲ用 ヒ、 場 合 二依 ツ テハ

600ヲ 用 ヒ タ。

結 果 ト シテ ハ、1919-1920年 間 二行 ツ タ11例 中、1

例 治 癒 、2例 輕 快 、2例 ハ 手 術 後 死 亡 、6例 ハ 後 時

期 死 亡 デ ア)レ。 其 他 ノ例(1929年 以 後 二行 ツ タ)二 就

テ ハ未 ダ剣 蜥 ヲ ナ シ得 ナ イ。

皿.横 隔 膜 紳 経捻 除 手 術 。

療 法 ヲ行 ツ タ32例 ヲ分 類 ス,レ ト次 ノ如 ク デ ア,レ。

(1)基 底部 ノ癒 著 ニ ヨル不 完 全 ナ 氣 胸 ノ補 助 的療 法

トンテ行 ツ タニ者。

(2)偏 側 ノ病 機 、 殊 二下 葉 ガ侵 サvテ ヰ ル モ ノー

(3)比 較 的良 好 ナ ル偏 側 性 病 機 デ ア ル カ『、 保 存 的 療

法 二依 リ治 癒 セ ズ、 且 ツ 叉 持 績 的 結 核 菌 含 有 ノ喀 疾

二依 リ健 側 肺 ガ危 瞼 ナ モ ノ。

(4)雨 側 性 病 機 デ、 胸 廓 成 形 術 ガ顧 慮 サvナ カ ツ タ

者 デ ア ソ テ、 重 症 側 二行 ハ レタ者 。

(5)以 前 二行 ッタ 胸 廓成 形 術 ガ充 分 デ ナ イ者。

以上 ノ患 者 二就 キ横 隔 膜紳 経 捻 除術 施 行 ノ結 果 、(1)

(2)(3)ノ 合 計15例 中、 治 癒8例 、 輕 快2例 、 恢 復

セ ヌ者1例 、 死 亡3例 、 不 明1例 デ ア ルレ。 次 二(4)

(5)ノ17例 二於 テ ・・、 治 癒1例 、 輕 快2例 、 恢 復 セ

ヌ者2例 、 死 亡11例 、 不 明1例 、 デ ア ル。1

次 二著 者 ハ是 等 ノ外 科 的治 療 ヲ施 シ タ 患 者 ノ胸 部 ノ

理 學 的所 見蛇 二 「レ ン トゲ ン」所 見 等 二關 ンテ詳 述 ン

テ ヰ ル。(黒 丸 抄)

雨側 人 工 薫胸 蛇 二 偏 側 横 隔 膜1神脛 捻 除 手 衛 ヲ施

セ ル小 見 ノ合併 症 トシ テ 良 好 ナ ル輻 蹄 ヲ示 セ ル

片 側 特 稜 性 有鱒 性 藁 胸 ノ脛 過 拉 二治 療 二就 テ

Ntisse1,Kurt:EinBeitragzumVerlaufeundzur

Behandlungeinesr6ntgenologischbeobachteten

einseitigenspontanenVentilpneumothoraxmitgtin・

stigemAusgangealsKomplikationbeidoppelseit。

igemKfinstlichemPneumothoraxundKombinierter

einseitigerKUnstlicherPhrenicusexaireseimKind-

esalter.TuberkUlose・KinderheilstatteWaldesheim,

LVARheinprovinz).

著 者 ハ、15歳 ノ少 女 デ、 雨側 ノ人 工氣 胸及 偏 側 ノ横

隔 膜 紳 経 捻 除 手 術 ヲ施 シタ患 者 ガ、 偏 側 二 特 登 性 有

辮 性 氣 胸 ヲ併 登 ン、 然 カ モ 良好 ナ経 過 ヲ示 ン タ虞 ノ

1例 二就 テ報 告 ンテ ヰ ル 。 患 見 ハボ 雨 側 ノ空 洞 ヲ有
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ス ル 肺結 核 症 デ、 先 ヅ最 初 左 側 二人 工 氣 胸 ヲ 施 ン、

其 後 約2ケ 月 ニ ンテ 左側 二 横 隔 膜 紳 経 捻 除 手 術 ヲ施

ンタ。 共 翌 月右 側 二 人 工 氣 胸 ヲ施 ン、 第1同 氣 胸 ハ

無 事 二行 ハ レタ。 共 後4日 目 二 同 側 ノ第2同 目 ノ氣

胸 ヲ施 ン タ ガ、 其 日ノ正午 突 然右 胸 部 二緊 張 ヲ感 ジ、

呼 吸 困難 ヲ起 ン、 特 獲性 有 癬 性 氣 胸 ヲ起 シタ。

之 二封 シテ著 者 ハ籔 同 二亙 リ穿 刺 二依 リ 胸腔 ノ空 氣

ヲ排 除 シ、 倫 特 號 性 氣 胸 ヲ起 ンタ側 即右 側 臥位 トン、

右胸 部 ノ下 ニ ハ硬 イ砂 嚢 ヲ置 イ タ。

斯 ク シテ38時 間 後 ニハ 特 登 性 氣 胸 ガ閉 鎮 サ レ呼 吸 困

難 ハ起 ラ ヌ様 ニナ ツ タ。

其 後7ケ 月間 雨 側 二人 工 氣 胸 ヲ 持 績 ン、 患 見 ハ経 過

良 好 デ退 院 シタ。

著 者 ハ コ ノ経 験 カ ラ ンテ次 ノ様 二 云 ツ テ ヰ ルレ。1コ ノ

様 ナ場 合 二、 排 氣 穿 刺 ハ、 患 者 ノ 其 時 ノ状 態 ガ許 ス

ナ ラ バ、 輕 度 ノ呼 氣 性 高 座 ノ程 度 マ デ行 フ コ トヲ推

奨 ス ル。

偏 側 人 工氣 胸 、殊 二雨 側 人工 氣 胸(吾 人 ノ 例 デ ハ横

隔 膜 紳 経 捻 除 手 術 モ併 用 シテ ヰ ルレ)二 際 シテ起 ツ タ

庭 ノ特 號 性 有 辮 性 氣 胸 デ ハ、 特 號性 氣胸 側 ノ側 臥位

ト ン、 荷 排 氣 穿 刺 ノ直 後 胸 側 下 二硬 イ砂嚢 ヲ置 ク コ

トヲ推 奨 ス ル。(黒 丸 抄)

肋 膜癒 着 ニ ョ リ治 癒 シ タ持 績 性特 獲性 氣胸

Kenner,A.:PersistierenderSpontanpneumothorax,

durchObliterationderPleurah6hleausgeheilt.(II.

InternenAbteilungdesKrankenhausesderStadt

Wien.Vorstand:Dr.J.C.Zaffron.)

著 者 ハ持 績 性 特 號性 氣胸 ノ1例 二就 テ 報 告 シ テ ヰ

ルレo

患 者 ハ50歳 ノ男 デ、 時 々、 一 時 的 ノ氣 管 枝 炎 ニ カ ・

ル外 ニハ著 患 ノナ イ者 デ ア ツ タ.

1930年8月 患 者 ノ・突 然 呼 吸 困 難 ト右 胸 痛 ヲ訴 へ、 特

登 性 氣 胸 ト診 断 サ レタ。 同年 夏 ニ ハ度 々屡 作 が ア リ、

氣 胸 ハ吸 牧 サ レズ、12月 二至 ツテ獣 態 悪 化 ン、 持 績

的 臥 床 安 静 ヲ要 ス ル様 ニ ナ ツ タ。1931年1月 二・・心

臓 代 償 機 障 碍 ノ兆 候 ヲ呈 ス ル ニ至 ツ タ。

2月 二至 ツ テ著 者 ガ始 メ テ診 察 シ タ。

當 時 ハ右 側 全 氣 胸 デ、 心 臓 ハ 左 方 二 偏 シ、 喀 疾 中

コ ッホ氏 菌 陰 性 デ ァッ タ.

呼 吸 困 難 、 「チ ア ノー ゼ」が ア ツ タ。

「レ ン トグ ン」二依 ル ト、 右 肺 ハ著 シ ク 萎 縮 シ、 空氣

二園 マ レ、 肺 門部 カ ラ上 方 二 向 ヒ 側 胸 壁 二癒 着 嚢 ガ
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見 ラ レ タ。 少 量 ノ横 隔 膜 蜜 滲 出液 が存 在 ンタ。 心 臓

・ ハ左 偏 シ、 左 肺 尖 頂 及 肺 門部 二斑 鮎 状 索 状 が 増 加 ン

テ ヰ タ。

著 者 ハ氣 胸 腔 ノ空 氣 排 除 ヲ試 ミ タ ガ、 直 チ ニ元 通 リ

ニ ナ ツ テ了 ツ タ。 叉 度 々33%葡 萄 糖 ヲ胸 腔 二注 入 ン

タ ガ無 数 デ ア ツタ 。

i欠二20cc.ノ0.5%硝 酸 銀 液 ヲ胸 腔 二注 入 ンタ。 其

後3日 ニ ン テ滲 出液 ハ増 シテ 來 タ。

其 後 度 々胸 腔 ノ内塵 ヲ計 リ乍 ラ空氣 ヲ排 除 シユ ク内 、

14日 後 二滲 出液 ハ肩 脾 骨 ノ中央 部 ノ高 サ マ デ増 量 シ

タ。 其後 利 尿飼 ヲ用 ヒル ト 次 第 二滲 出液 ハ減 少 ン、

肺 ハ基 底部 カ ラ 胸 壁 二癒 着 ン、 同年4月 ニ ハ、 僅 カ

ニ右 上葉 部肋 膜 腔 ノー 部 二空 氣 ヲ淺 ス ノ ミ デ 殆 ド肺

ハ伸展 シ、 癒 着 ヲ シタ。

斯 ク ンテ 患 者 ノ・恢 復 ン、 作 業 可 能 トナ ッ タ.

同年10月 ニ ハ右 肺 ハ 完 全 二 伸 展 ンテ ヰ タ。

帥本 例 ハ人 工 的 肋 膜 腔 滲 出液 形 成 二 依 リ、 肋 膜 ノ癒

着 ヲ來 ンテ治 癒 シ、 再 登 ヲ起 サ ヌ様 ニ ナ ツ タ虜 ノ特

登 性 氣 胸 例 デ ア ル。(黒 丸 抄)

肺 尖 ノ關 與 ヲ有 シ ナ イ空 …同性 肺 結 核 症 ノ1例 二

就 テ、 第3獺 肺 結 核症 ノ鎖 骨 下 獲 現 問 題 二就 テ

Elias,Berta,geb.Orth:Ubere五nen'weiterenFall

vonKavern6serLungenschwindsしichtohneBeteili-

gungderSpitzen.EinBeitragzurFragedesinfra。

clavicu15renBeginnsderterti5renLungentuberku・

lose.(AusderInnerenAbteilungdesSt乞dt.Kran-

kenhausesBerlin-Pankow.-Direktor:Dr.M.B6nn-

inger).

著 者 ハ 穿 孔性 腸 潰瘍 ニ ョ ル 腸 挾 窄 症 蛇 二腸 管 痩 ヲ有

ス ルレ30歳 ノ男 デ、 急 性 融 合性 滲 出乾 酪 性 空 洞 性 肺 結

核 症 ヲ合 併 シ、 死 亡 シタ1例 二就 キ 臨 躰 的蚊 二剖 検

所 見 ヲ 記 載 ン、 本 例 ノ肺 結 核 症 ハ、 鎖 骨 下 部 二始 マ

ツ タ モ ノ デ ア ル ト結 論 シテ ヰ ルレ。

臨 脈 的経 過 ハ、 急 性 デ ア ツ タ'ガ 、 肺 ノ症 状 が輕 微 デ

ア ツ タ コ トが特有 デ ア ル。

帥殆 ド無 熱 デ、 最 初 ハ殆 ド咳 漱 、 喀 疾 ガ 無 ク、嘉 診

上 二異 状 ナ ク、 喀疾 中 二結 核 菌 ヲ謹 明 ンナ カ ツ タ。

然 シ乍 ラ上 線 槍 査 二依 リ 重 症 ノ結核 症 ガ登 見 サ レタ

ノデ アル。

患 者 ハ間 モ ナ ク肺 ノ病 攣 が急 速 二進 行 ン、 入 院 後24

日(肺 ノ症 状 ヲ起 シテ カラ6週 後)死 亡 シタ。

剖 槍 二際 シ、 特 有 ナ所 見 トシ テ ハ、 氣 管枝 性 成 立 が
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明 カデア)Llニモ拘ハラズ、空洞 ガ 爾肺中央部二相i封

性二存スル コ ト。右肺上葉下部 ノ最初二出來タ空洞

ガ肋膜腔二穿孔 シテヰタ コ ト。肺門部淋巴腺ハ肉眼

的二著明 ナ 腫脹ハナイガ、廣汎性乾酪攣性 ヲ有スル

コトー左肺尖 ノ下3去cmノ 部 一小サナ石灰瀦 竈が

ア ル(之 が初 感原 登 竈 デ ア ル カ ド ウカバ 標 本 ガ失 ハ レ

タ ノデ確 定 出來 ナ イ)コ トデ ァ ルレ。

最 モ特 有 ナ所 見 ハ 、 雨 肺 尖 二結 核 性 病 攣 ヲ見 ナ イ コ

トデ ア)ソテ、 唯 雨 肺 尖 二 見 ラ レル病 攣 トン テ ハ、 軟

骨 様 ノ肋 膜 腓 砥 膣 が ア ルコ トデ アル。

著 者 ハ肺 尖 部 ヲ組 織 學 的 二連 績 切 片 ヲ作 ツ テ 検 索 シ

タ。

共 結 果 、 肋 膜 及 肋 膜 下 組 織 ノ著 明 ナ 結 締織 増殖 蛇 二

炭 粉 沈 著 ヲ見 タ。 然 シ乍 ラ コ ノ搬 痕 ニ ハ 上 皮 様 結 核

結 節 ノ遺 残 ガ 見 ラ レナ カ ッ タ。 尚 コ ノ部 分 二附罵 ス

ル氣 管 枝 ハ全 ク異 常 ガ ナ ヵ)ソタ。

コ ノ所 見 カ ラ シ テ 著 者 ハ 肺 尖 部 ノ病 攣 ハ結 核 症 二關

係 ガ ナ イモ ノデ ア リ、 本 例 二 見 ラ レ ルレ廣 汎 性 肺結 核

症 ハ肺 尖 部 ガ 關與 ンテ ヰ ナ イ コ トヲ謹 明 シテ ヰ ル。

(黒 丸 抄)

結 核 菌 培 養 二封 ス ル 「ラヂュウ ム」線 ノ作 用

Dimta,A.undO.SchUrch:ZurEinwirkungvon

RadiumstrahlenaufTuberke!bacillenkurturen.(Aus

derChir.Univ.-KlinikZUrich.・Direktor:Prof.Dr.

P.Chairmont).

著 者 等 ハ 「ラヂ ユ ウ ム」 ノ結 核 菌 獲 育 二封 ス ル影響 二

就 テ検 索 シタ。

其 實 験 ト シテ、 先 ヅ結 核 菌 肉 汁 浮 游 液 中 二、 「ラヂ ユ

ウム」 針 ヲ入 レテ見 タ が、 影 響 ハ ナ カツ タ。

i欠二結 核 菌 肉汁 浮 游 液 ノ試 験 管 ノ周 園 二 「ラヂ ユ ウ

ム」管(6.66mgRaEI.一 濾 過1/2mmPt.)ヲ 密 接 サ

セ、500mg/h放 射 ∫、{:ヲ用 ヒ テ 何 等登 育 制止 ガ起 ラナ

カ ソ タ。

次 二結 核 菌 卵 培 養(Lubenau氏 培 養 基)二 封 ンテ 同様

ノ方 法 デ8600mg/hヲ 放 射 シタ 結 果 、獲 育 抑 制 ハ起

ラ ナ カ ツ タ。

次 二結 核 菌 浮 游 液 ヲ卵 培 養 基 二接 種 シ、 同 時 二2本

ノ「ラ ヂュウム」針(1mgRaEL針 ノ太 サ0.5Pt.)ヲ

刺入 シ タ 庭 が、3週 後 二、 結 核菌 ・・針 ノ周 二畢 ヲ残i

ンテ 、他 ノ場 所 全 禮 二獲 育 ン タ。 針 ノ部 分 デ ハ菌 が

登 育 シ ナ イ カ、 叉 ハ少 数 ノ 「コ ロ ニ ー」 が見 ラ レル ニ

過 ギナ カ ツ タ、 針 ヲ抜 去 ンテ カラ6・ 一一12日 後 ニ ハ共
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部 ノ茜 猶 育 阻 止 ハ見 ラ レナ ヵツ タ。

次 二 多数 ノ「ラヂ ユ ウ ム」針(4almgRaEI.)ヲ 結 核

菌 卵 培 養 二刺 シテ オ 〃 ト、 結 核 菌 ハ唯 培 養 基 ノ邊 縁

部 ニ ノ ミ猶 育 ンタ ニ過 ギ ナ イ。

濾 過 サ レタ 「ラヂュウム」 針 ノ代 リニ、 濾 過 サ レナ イ

「ラヂュウ ム」 流 出管 ヲ用 ヒ ル ト、 結 核 菌 號 育 二i封ス

ル作 用 ガ著 明 トナ,レ。

尚 登 育 ンタ結 核 菌 ハ動 物 試 験 二 依 リ、 結 核 菌 ナ ル コ

トガ確 カ メ ラ レ、 毒 力 ノ減 弱 ハ認 メ ラ レナ カ ツ タ。

以上 二俵1,著 者等 ハ 「ラ ヂュウ ムJ放 射 ノ結 核 菌 二i封

ス ルレ作用 ・・、 以前 實 験 デ認 メ ラ レタ 様 二、Y線 二i封

ス ル結 核 菌 ノ過 敏 性 ハ甚 少 イ ガ、 β 線 ハ高 度 二障 碍

ヲ與 ヘ ル ト結 論 ンテ ヰ,レ。(黒 丸 抄)

肺 結 核 症 二於 ケ ル 格 子 状繊 維 ノ意 義 二關 ス ル病

理 組 織 學 的 槍 索

Puder,Sandor:Pathologisch-histologischeUntersu-

chungUberdieBedeutungderGitterfasernbeider

Lungentuberkulose.(AusdemPathologischenInst-

itutderUniversitatHeidelberg.Vorstand:Prof.

A.Schmincke.)

著 者 ハ50例 ノ肺 結 核症 ノ肺 材 料 カ ラ組 織 片 ヲ 探 取

シ、 弼 力 繊 維 染 色 及Bielschowsky・Mareschノ 鍍 銀

染 色 ヲ行 ヒ、 次 ノ様 ナ成 績 ヲ得 タ。

先 ヅ著 者 ノ・格 干状 繊 維 ハ結 核 性 組 織 反 鷹 ノ重 要 ナ 要

素 デ アル ト云 ッ テ ヰル 。

次 二、 格 子 状 繊 維 ト上 皮 様 細 胞 ノ關 係 ノ密 接 デ ア ルレ

所 見 ニ ヨ リ、 格 子 状 繊 維 ハ上 皮 様 細 胞 カ ラ 生 ズル ト

云 ツ テ ヰ ル。

次 二格 子 状 繊 維 ハ壊 死 二封 シ テ 著 シ イ 抵 抗 力 ヲ有

ン、 乾 酪 竈 内 部 二保 存 サ レテ ヰ ル コ トヲ示 ン テ ヰ ル。

而 シテ コ ノ繊 維 ハ乾 酩 竈 ノ周 園 カ ラ 内部 二 塘 殖 シテ

,』ク ト云 ッ テ ヰ ルレ。

次 二著 者 ・・結 核 竈 早 期 ノ考 トシテ ノHuebschmann

ノ炎 症 型 ニー 致 シナ イ 塵 ノ初 期 ノ増殖 性 反 鷹 二就 テ

述 ベ テ ヰ ル。 帥 滲 出性 肺 胞 内病 機 二於 テ へ 最 初 上

皮 標 ノ性 状 ヲ有 ス ル細 胞 ノ塘 生 ト共 二 、 幼 若 ナ結 締

織 繊 維 ノ形 成 ヲ來 ン、 滲 出虹 二乾 酪 化 ガ 之 二先 立 ツ

テ起 ル コ トガ謹 明 サ レナ イ ト云 ツ テ ヰ ル。

即 著 者 ハ結 論 二 於 テ、 所謂 滲 出性 蛇 二滲 出 性 乾 酪 性

結 核 性 反 慮 が、 培 殖 性 反鷹 ノ基 礎 デ ア ル ト云 フ考 ハ、

細 胞 二充 サ レ タ 肺胞 内部/格 子状 繊 維 ノ早期 所 見 二

依 ツ テ疑 が ワ レル ト云 ツテ ヰル。(黒 丸 抄)
o
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氣 管枝 擾 張症 ノ成 因 二 就 テ、 氣 管 枝 援 張 症 卜結

核 症

Simon,G.undW.Blumenberg:BeitragzurEntst・

ehungderBronchiektasien.Bronchiektasienund

Tuberkulose.(AusderKinderheilst5tteAprathund

demHygienischenInstitutderUniversit5tBonn)

著 者 ハ 氣 管 枝 振 張症 ノ成 因、 殊 二 肺 結 核 症 ノ結 果起

ツ テ來 レ場合 二就 キ、 病 例 ヲ基 ゲ、 「レ ン トゲ ン」 窮

眞 圖 ヲ掲 ゲ テ 詳 細 二記 載 シ、 次 ノ如 ク結 論 シテ ヰ

)レ0

1.氣 管枝 振 張症 ハ 、 小 見 ノ結 核 性 肺疾 患 二次 イデ成

立 ス ル。 之 ハ最 モ多 ク頑 固 ナ第 一 次 性 結 核 症 ガ動 機

ヲ與 ヘ ル。 而 シテ コ ノ際 、 氣 管枝 披 張症 ハ 限局 性 ノ、

初 感 原 號 竈 ノ流 域 叉 ハ肺 門 部 ニ ノ ミ起 ル ノ デ ノ・ ナ

ク、稀 デ ア ル ガ、廣 汎性 偏 側性 氣 管枝 振 張症 ヲ來 ス。

而 ンテ之 ハ肺 萎 縮 ヲ件 フ。

2.結 核 症 ノ績 登 性 疾 患 ト シ テ、 氣管 枝 振 張 症 が起

ルレ。 之 ハ氣 菅枝 ノ萎 縮蛇 二狭 窄 ヲ來 ス庭 ノ 肋 膜 腓 砥

盤 、及 氣 管枝 肺 淋 巴 腺 二依 ツ テ起 ルレ。

3.小 見 ノ氣 管枝 振 張 症 ハ、 比 較 的屡 ζ(「ソ ベ ルレク リ

ン」陽性 例 ノ殆 ド牛分)通 常 輕 度 ノ結 核性 肺 疾 患 ト結

合 シ テ ヰル。

4.培 養 及 動 物 試験 二依 ル氣 管枝 振 張 症 ノ喀 疾 槍 査/

結 果 ハ、 全 数 ノ7.45%・ ・陽 性 デ ア リ、 叉 「ツ ベルレク

リン」 陽性 小兄 ノ9.1%ハ 陽 性 デ ア ル、 陽 性所 見 ハ

通 常 氣 管枝 機1長蛇 二結 核性 病 機 ガ 同時 二存 ス ノレ場 合

二 見 ラ レルレノデ ア ル。 コ ノ数 ハ正 シク 少 イ、 併 シ乍

ラ個 々 ノ例 二於 テ 亦 孤 立 性 氣 管枝 振 張症 ノ1・キ ニ モ

見 ラ レル。

5.喀 デ炎検 査 ノ陽性 率 ハ極 ク 少 イ、 之 ヲ高 メ ル コ ト

ハ、 反 復 ンテ 検 査 ス ル コ ト、及 同 時 二 胃 内容 ノ検 査

(Opitz)二 期 待 サ レルレ。

染 色 標 本 二依 ツ テ否定 的診 漸 ヲ下 ス コ ト ノ・許 容 シ難

イ。(黒 丸 抄)

喀 疲 消i審 剤Tusputol,T.B.Bacillo1.Rohchlo・

ramin-Heyden遊 二 結 核 菌 ヲi殺 スBohnerwachs

即Morsan(weissundgelb)ノ 實 験 成 績

Htilsk6tter,E.:PrUfungsergebnissederSputumdes-

infektionsmittelTusputol,T.B.・BacillolundRohc。

hloramin・Heyden,sowiedestuberkelbacillenabt6te・

ndenBohnerwachses,,Morsan"(weissundgelb).

Rohchloramin及T・B.Bacillo1ノ ・製 造 會 肚 ノ 報 告
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二依 レバ、4時 間 デ喀 疾 中 ノ結 核 菌 ヲ殺 ス ト 云 ツ テ

ヰ ルレ。

Rohchloramin・ ・余 ノ検 索 二俵 レバ 、T.B.Bacillol

二稽 く優 ツ テ ヰル 。

Tusputo1ハ 濃 度 ヲ高 メ テ モ、 亦 作 用 時 間 ヲ3時 間 二

延 バ ンテ モ陽性 ノ結 果 ガ得・プ レ・ナ イ。

FirmaWachsenburg,Erfurtノ 所 謂結 核 菌 ヲ殺 ヌ塵

ノBohnerwachseEPMorsanweiB及Morsangelb

ハ 、 非常 二詳 細 ナ槍 索 ヲ行 ツ タ ケ レ ド モ、 陽性 ノ成

績 ヲ得1レ コ トが 出來 ナ カツ タ。(黒 丸 抄)

羊 毛 布 ノ 「フォル マ リン」消 蕃 二就 テ

Htittig,M..WeitereBeitragzurFormalin-Desinfe・

ktionderWolldecken.(HeilstatteDonaustauf).

著 者 ハ本 誌Bd.78,H.1/2二 本 題 二 就 テ報 告 シ テ ヰ

,レ。 今 同更 二實 験 ヲ行 ヒ、 共 結 果 次 ノ 如 ク結 論 ンテ

ヰ ル。

1立 方 米 二6.7種 ノ濃 度 ノ「フルレマ リン」二依 ノレ清 毒

ハ、 最 モ術 生 的 方法 デ ァルレ。

純 梓 培養 蛇 二喀 疾 中 ノ結 核 菌 ハ 完 全 二 殺 菌 サ レ、 荷

且 ツ葡萄 状 球 菌 、 脾 脱 疽 菌 、 蛇 二 馬鈴 薯 菌 芽 胞 モ殺

菌 サ レル。

倫 著 者 ハ コ ノ方 法 ノ大 ナ ル 利 盆iハ、 蒸 氣 清 毒 二反 シ

テ消毒 材料 ヲ完 全 二保 護 ス ルレコ トデ ア ル ト 云 ツ テ ヰ

ル。(黒 丸 抄)

骨 遊 二關 節 結 核 症 患 者 尿 ノ沃 麿 反 懸

Ehrhardt:DieJodreaktionimUrinvonKnochen・

undGelenktuberkulosen(AusderPrinzregent-Luitp。

old・KinderheilstatteScheideg91Allgau .Direktor:

Dr.KurtKlare).

AntonioPoli(ZbLTbk.forschg.35,H .11/12)ハ 骨

蛇 二關9fi結 核 症 患 者 ノ尿10-15ccm二5%沃 度 「ア)レ

ゴホ ル」 又 ハ)t"tゴー ルレ氏 液3滴 加 ヘ ルレ ト
、黄 金 色 叉

ハ褐 赤 色 ノ持 績 的 著 色 ヲ生 ジ
、 之 ハ 楡 査 例 ノ56%二

於 テ陽 性 デ ア ツ タ ト報 告 ンタ。

著 者 ハ 之 が追 試 ヲ行 ヒ、55例 ノ骨 蛇 二 關 節結 核症 患

者 ノ尿 二就 キ2週 間 毎 二 籔 回検 査 ン、 次 ノ檬 ナ結 果

ヲ得 タ。 即重 症 例 二於 テ 陰 性、 輕 症 例 二於 テ 陽性 ナ

コ トガ屡 くア乙レ。 健 康 人 二於 テ モ 陽性 反 慮 ヲ呈 シタ。

通 常 ノ水 道水 、 叉 蒸 瑠 水 デ モ反 慮 ガ見 ラ レタ。

以 上 ノ結 果 ニ ヨ リ著 者 へP・liノ 説 ロ(コ ノ反 膳 ノ・

「プ トマイ ン
」 様 物 質 ノ存 在 二依 ツ テ起 ルレ)ノ デ ハ ナ

ク・ 尿 中 二物 質 ガ存 在 シナ イ程 著 明 二起 ル モ ノ デ ア
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リ、 コ ノ反 慮 ノ債 値 ハ疑 ハ ン イモ ノデ ア ル ト云 ツ テ ヰ ル 。 (黒丸抄)

BeitragezurKlinikderTuberkuloseBd.81,H.3und4,1932,

臨 躰 的 二何 等 認 ムベ キ 局 所 及 全 身 反 懸 ナ シニ長

期 ニ ワ タル 「ツベ ル ク リ ン」療 法 蛇 ビニ ソ ノ後 二

表 レ タル 不感 性 欺 態 ニツ イテ

H.Fernbach:Vberlangdauernde,ohneklinisch

wahrnehmbareHerd・undA}lgemeinreaktionendur-

chgef廿hrteTuberkulinkurenundiiberdennach

ihnenauftretendenUnempfindlichkeitszustand.

本 論 文 ハ百 数 十 「ペ ー ジ」ノ可 成 リ長 イモ ノデ、多 倣 ノ

「レン トゲ ン」爲 眞及 表 が 出 テ ヰ ル
。 ヌ論 文 ノ最 後 二

上 述 ノ問 題 二關 ス ル 多藪 ノ文 献 モ 引用 ンテ ア ル。

著 者 ハ 「ツ ベ ルレク リ ン」皮 下 注 射 療 法 二際 ジ屡 く注 射

部 位 二表 レル不 快 ナ ル反 慮 ヲ 避 ケ、 且 皮 下 注 射 療 法

時 ノ結 核 性 組 織 反 磨 及 「ツ ベ ル ク リ ン」皮 下 沈 著 雨 者

ニ ョル ー 般 反 鷹 ノ剣 定 ヲ容 易 ナ ラ ンメ ンタ メ ニ 「ツ

ベ ル ク リ ン」 静 脈 注 射 ニ ヨ,レ療 法 ヲ施 行 ン タ。 倫 コ

ノ際 、 「ツ ベ,レク リ ン」 二 血 清 ヲ混 和 ン タ者 ヲ モ用 ヒ

タ。 該 方 法 ニ ヨル ト皮 下 注 射 法 ニ ヨ ル ヨ リモ 「ツベ ルレ

ク リ ン」 使 用 量 ヲ正 確 ニ ナ シ得 ル ノ ミナ ラ ズ 患 者 ハ

皮 下 注 射療 法 時 ノ如 ク不 快 ヲ感 ジ ナ ィ。 叉 弧度 ノー

般 反 懸 ガ表 レル ノ モ極 ク稀 デ ア ル、 静 脈 内注 射 法 ヲ

行 フニ當 リ、 結 核 性 組 織 ノ崩 壊 ヲ防 グ 作 用 ヲ有 ス ル

ト謂 レテ ヰ ル 「ヨー ド」、 圭 トシ テ著 者 ハ1ヨ ー ド加

里 」 ヲ経 口 的 二投 與 シタ。 斯 クス ル ト患 者 ハ 何 等 ノ

反 鷹 ナ シニ、 可成 り多 量 ノ 「ツベ ル ク リン」量 二耐 工

得 タ.著 者 ハ重 症 肺 結 核 患 者 二 「ヨー ド加 里 」 ヲ経 口

的 二投 與 ス,レ ト同時 二 「ツ ベ ル ク リ ン」静 脈 内注 射法

ヲ施 行 シ テ好 結 果 ヲ得 テ キ ル。卸 チ思 春期 及 前 思 春期

結 核 患 者(イ ヅ レモ 喀褒 中 二結 核 菌 ヲ謹 明 セ シ者)ノ

該 療 法 成 績 ノ列 定 二迷 ヒ シ14例 中、7例 ハ菌 陰 性 ト

ナ リ、 以 後 引績 キ陰 性 デ ア ツ タ。 長 期 二該 療 法 ヲ施

行 ス ル ト、 個 人 的 差 異 ハ ア,レニ シ テ モ、 各局 所 的 不

感 性 ヲ得リレニ至 ツタ。 コ ノ 局所 的 不 感性 ノ程 度 トー

般 的不 感 性 ノ程 度 ハ 必 ズ シ モー 致 シ ナ イ。 却 ッ テ局

所 的不 感 性 ノ程 度 ト 「ツ ベ ル ク リン」注 射 中止 ヨ リ再

ビ局 所 的感 性 が表 ル ・二至 ル マデ ノ 「 定 ノ時 日 ノ問

二關 係 が ア ル。 帥 チ局 所 不 感 性 ガ容 易 二且 弧 度 二達

ス レバ達 ス ルレ程 感 性 が再 ビ表 ル ・ ノ ハ 遅 イ ノデ ア

ル。 局 所 不 感 性 ガ 完 全 ナ場 合 ニ ハ多 量 ノ死 滅 セル結

核 菌 ヲ皮 下 二注 射 ンテ モ 「ア レルレギッンユ」 ノ者 ノ場

合 ノ如 ク膿 外 二排 除 サ レ ナ イ。 コ ノ際 肉 眼 的 二認 メ

得,レ程 ノ皮 内 反磨 ハ何 等起 ラ ナ イ。 然 ン 未 感 染 ノ非

結 核 者 二於 テ ・・、 注 射後 既 二10-一一12日 位 デ組 織 學 的

二結 核 性 炎症 ヲ認 メ ル。 局 所 「ツ ベルレク リ ン」不 感 性

者 二於 テ ハ唯 非 特 異 性 ノ肉芽 組 織 ノ形 成 ヲ 示 ス ノ ミ

デ、40日 後 二始 メ テ結 核 性 組 織 ヲ確 定 シ得 ル。 然 ン

乍 ラ注 射 サ レタ結 核 菌 ハ結 核 「ア レ・ル ギッシュ」 ノ者 ノ

場 合 同様 局 所 不 感 性 者 二於 テ モ10-12日 後 ニ ノ・菌 ハ

破 屡 サ レテ既 二謹 明 サ レナ ク ナ ル。 強 度/「 ツ ベ ル

ク リ ン」 注 射療 法 後 ノ局 所 「ツ ベ ルレク リ ン」不 感 性 ハ

血 清 感 慮 性 ノ研 究 ノ結 果 ト同 標 特 異 性 ノ モ ノ デ ア

,レ。 コ レハ血 流 中 ノ 「ツ ベ ル ク リ ン」抗 開 二基 キ、 強

化 サ レタ液 膿 特 異 性 免疫 ノ表 レデ ア ルレ。 免 疫 過 程 ノ

i脛過 ハ ≡欠 ノ如 クデ ア ル。 「ツ ベ)レク リ ン」 刺 戟 ニ ヨ リ

テ先 ヅ軍 二局 所 中/「 ツ ベ ル ク リ ン」破 埋 性 抗 盟 ノ増

加 ガ アル ノ ミデ アル。 カ ク ン テ 局 所 及 一般 的 感 性 ガ

減 ジルレ。 倫 一 定 ノ量 ヲコ ンテ刺 戟 ヲ強 メ ル ト 血 液 中

二抗 膿 が表 レ 「ツ ベ ル ク リ ン」破 壌 が 可能 トナ リ局 所

不 感 性 ヲ招 來 セ ンメ ルレ。(隈 部抄)

小 見 期 二於 ケ ル結 核 感 染 ニ ツ イ テ

H.J.Ustevdt:Untersuchungentiberdietuberku-

16seInfektionimKindesalter.

著 者 ノ・約5.5000人 ノ人 ロ ヲ有 ス ルTrondhjem市 二

於 ケ ル7歳 ヨ リ15歳 二至 ル5000人 ノ小 見 ノ「ツベ

ル ク リ ン」反旛 ノ試 験 ヲ ンタ。 「ツ ベル ク リ ン」反 磨 術

式 トンテ 著 者 ・・ピ ルレケ氏 法 ヲ以 テ ンタ。 以 上5000人

ノ小 見 ハ肚 會 的地 位 が凡 一・ル 階 級 ノ者 ヲ含 ンデ ヰ ル。

結 果 ・・全 臓 ノ23・5%が 陽 性 ガ7歳 ノ 小 兜 一 於 テ ノ・

約10%、15歳 〃1・児 デ ハ約40.5%ガ 陽 性 デ ア ツ

タ、 コ ノ結 果 ・・「ス カ ンヂ ナ ビヤ」 ノ他 ノ報 告 者 ノ成

績 ト大 艦 一 致 ス ルレ。 他 ノ國 ノ 報告 者 ノ成 績 トー 致 シ

ナ イ ノハ、 材 料 及 試 験 方法 ノ差 異 二基 ク モ ノデ ァ ル。

初 感 染 ハ圭 トシ テ小 人 期 二起 ル モ ノデ ノ・ナ ク、 ム シ

ロ青 年 時 代 帥 チ15-30歳 ノ間 二起 ル モ ノデ ァ ラ ゥ ト

云 フ事 が上 述 ノ成 績 カ ラ謂 バ レ ル。 重 感 染 ヲ受 ケ ル

危 瞼 ア ル環 境 二置 カ レテ ヰ)Ll小 見 ノ陽 性 卒 ハ3分 ノ

2デ ア ル。 窺 リ3分 ノ1ハ 陰 性 デ テ ツ タ。 感 染 ス ル

シナ イ ノ可 成 リ素 質 ノ要素 ガ關 係 ス ル ノデ ア ル。 全

陽 性 者 ノ25%ノ ミが家 庭 デ感 染 シ テ ヰル ノ ミデ、 感



第1號 】 抄

染 ・・ム シ ・家 庭 外 デ起'レ.最 後 二著 者 ・・ 「ツ ベ ルレク

リ ン」 陽 性 ・・結 核 感 染 二封 ス ノレ 免疫 ノ表 象 デ ハ ナ イ

ト云 ツ テ 荊 レ♂(隈 部 抄)

L6wenstein氏 法 ニ ヨル人 及動 物 ノ流 血 中 ヨ リノ

結 核 菌 培 養 二就 イテ

H・J.Tiedemann:UberZUchtungenvonTuberkel-

bacillenausdemBlutvonMenschenundTieren

nachderL6wensteinschenMethode.

著 者 ハ1ろ 人 ノ鰻麻 質斯 性 多 號關 節 炎 ノ患 者 カラ、 登

熱 時 二探 血 シ テL5vvenstin氏 法 ニ ヨ リIL甑 深 ク菌

培 養 ヲ行 ツタ が全 部結 果 ハ 陰性 デ ア ツ タ。 亜 急 性蛇

ビニ 慢性 關 節 炎 ノ14人 ノ患 者 ノ血 液 ヨ リ ノ培 養 モ同

檬 陰 性 デ アソタ。 後 デ ソ レ ニ用 ヒ タ 培養 基 二結 核 菌

ヲ植 ヘ タ ラ 非 常 ニ コク、 獲 育 シタ鮎 カ ラ考 察 シ テ見

ノレ ト全 部 陰性 デ ア ツタ ノノ・培 養基 ノタ メ デ ハ ナ イ。

喀 疾 中結 核 菌 陽 性 ノ50人 ノ重症 肺 結 核 患 者 ノ血 液 培

養 ノ結 果 唯2例 ノ ミ 定 型 的 ナ結 核 菌 ヲ詮 明 シタ が3

例 二於 テ ハ 肉眼 的 二、2例 二於 テ ハ 顯 微 鏡 的 二抗 酸

性 菌 ヲi澄明 シタ。 然 シコ レ等 ノ抗酸 性菌 ・・ソ レ以 上

試 験 管 内 二於 テ モ動 物 礎 中 二於 テ モ 培 養 ス ル事 ハ出

來 ナ カ ツ タ。12例 ノ狼 瘡 、3例 ノ硬結 性 紅 厩 、4例

ノ早 號 性 嶢呆 症 、10例 ノ結 核 性 眼 疾 患 二於 ケ ル培養

モ 陰 性 デ ア ノレ。 脈 絡網 膜 炎 ノ1例 二 於 テ ・・7卜滑 、 黄

色 ノ非 病 源 的 抗酸 性 菌 ノ 「コ ロ ニー」 ヲ認 メタ。 封 比

試 験 ト ン テ2種 ノ人 型 及 牛 型 ノ研 究 室 用菌 種 並 ビニ

喀疾 ヨ リ新 二培 養 セルレ2種 ノ結 核 菌種 ヲ 血 液 ト混和

シ、 上 述 實験 二用 ヒ タ培養 基 二植 エ タ 結 果3-5週

間 後 全 部 純 培 養 二成 功 シタ.

人 型 結核 菌 ヲ以 テ感 染 サ セ ラ レ タ 家 兎 二於 テ ・・縄、テ

陰 性 二終 リ、'卜型 結 核 菌 ニ テ皮 下 注 射 ヲ受 ケ タ 家 兎

ハ71日 後 ヨ リ定 型 的 ナ結 核 菌 ヲ謹 明 シ タ
。 人 型 蛇 ビ

ニ牛 型 菌 ヲ静 脈 内 二注 射 サ レ感 染 サ レ タ 家 兎 ハ 傳染

直 後 他 側 ノ耳 静 脈 ノ血 流 中 二 菌 ヲ謹 明 シ、 翌 日5例

ノ培養 中2例 ガ陽 性 デ ア ツ タ。1週 乃 至2週 間 後 爾

数 例 ハ陽 性 デ ア ソ タ。 動 物 二於 ケ ル 菌 陽 性 ハ ソ レ以

後 陽性 ノ成 績 ヲ示 ス諮 櫨 デ モナ ケ レ ・・、 結 核 ガ進 行

シテ9ル レ詮 デモ ナ イ。 以 上 ノ成 績 ヨ1,L6wenstein

氏 培 養 法 ノ・可 能 デ ハ アルレ ガ 非 常 二困 難 ナ 物 デ ア ル事

が解 アレ。 特 二探 血 ノ時 期 が重 要 デ ア ル。 如 何 トナ レ

バ結 核 菌 ・・絶 ヘ ズ流 血 中 二表 レテ ハ ヰ ナ イ デ 、 噺績

的 二表 の レカ ラデ ア ルレ。 然 ル ニ我 々ハ コ ノ推 移 ノ原

因 ヲ知 ラ ナ イ以 上 コ ノ培 養 ノ戊 否 ノ・可成 リ偶 然 ノ事
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二團 ス ノレ ト云 ハ 子 バ ナ ラ ヌ、(隈 部 抄 ン

人 工 氣 胸 療法 中表 ハ ル 、滲 出液 二就 イテ

0.F.Haarer:UberErgtissebeimkUnstlichen

Pneumothorax.1.Tei1:GrundsatzlichesiiberRegi-

strierungundStatistikeniesPneumothoraxmater・

ials.ZurGenesedesPneumothoraxergUsse,sowie

derenBezi3hung(mzubesonderenFaktorenim

BefundundBehandlungsverlauf.

著 者 ハ2,18例 ノ氣胸 療 法 中 表 レタ滲 出 液 ニ ツ イテ 徹

底的 ナ研 究 ヲ シテ居 ル。 序 論 二著 者 ハ今 マ デ ノ 滲 出

液 ニ ツ イ テ 種 々 ノ記載 法 ヲ批 剣 シ、 執 レモ 満足 ス ベ

キ物 がナ イ ト云 ツ テ ヰ ノレ。 滲 出液 ノ炎 症 性 性 質 及 ビ

特 異 的病 源 二就 イテ ハ同 意 ヲ表 シ テヰ ルレ が、 個 々 ノ

場 合 臨 抹 的 二必 ズ シ モ 決 定 ス ル事 が 出來 ナ イ場 合 ノ

アノレ事 モ認 メ テ ヰ ル。 著 者 ノ・滲 出液 ノ登 生 機 輔 ヲ論

ズ♪レニ 當 リ、癒 着 ノ機 械 的原 因 ヲ重 覗 シテ ヰ ルレ。 廣 汎

ナ癒 着 二於 ケ,レ 滲 出 液 ノ頻 度 ハ卒 均 以 下 デ ア ルレ。 最

初 充 分 二病 院 等 デ治 療 ヲ受 ケ タ後 ノ 外 來 的治 療 二際

ンテ滲 出液 ノ表 レル頻 度 ハ必 ズ ンモ多 ク・・ナ ・イ。滲

出液 ノ獲 生 蚊 ビ ニ 状 態 ト氣 象學 的 現 象 ノ間 ノ正 確 ナ

關 係 ハ未 ダ解 ツテ ヰ ナ イ が、 四 季 ノ影 響 ハ確 ニ ア ルレ

ト云 ツ テ ヰ ル。(隈 部 抄)

狡 窄 呼 吸 ノ健 康 人 呼 吸 及 ビ肺 容 量 二劃 ス ル 影 響

H.Lippelt:EinfluBderStenosenatmungaufLung・

enventilationundLungenvoluminabeimGesun・

den.

著 者 ・・10人 ノ若 イ健 康人(學 生)ノ 呼 吸 及 肺 容 量 ノ

人 工 的挾 窄 ノ影響 ニ ツィ テ蓮 ベ テ ヰ ル。 實 験 装 置 ハ

Knipping氏 ノヲ用 ヒ テ ヰ ル,、狭 窄/度 ハ三 階 段 二分

タ レテ ヰ ノレ。 即 チ歴 力 ト 毎 秒 禮積 速 度 ニ ヨ ツテ デ ア

ルレ.狭 窄 ノ影 響 ハ個 人 ニ ヨツ テ異 ツ テ ヰ ル。 狭 窄 時

呼 吸 ハ1分 間 ノ呼 吸 容 量 ヲ減 少 セ シ メ ルレ。 是 ハ 呼 吸

容 最 ノ減 少並 ビ ニ 呼 吸数 ノ減 少 二起 因 ヌ ル。 高 度 ノ

狭 窄 二於 テ ・・普 通 雨 者 二依 ツテ減 少 ス,レ ノデ アル。

呼 吸 空 氣 ノ中 等 及 最 大 量容 積 ハ減 少 ス ル ガ、 吸 氣 二

際 シ テ ヨ リム シロ呼 氣 二際 シテ減 少 ス ル。 高 度 ノ狭

窄 二際 シ テ ノ・呼 吸 ノ最 ノく速 度 ハ 中等 速 度 二近 ヅ ク。

即 手呼 吸 ハ同型 トナ ル。 肺 活 量 ハ披 大 サ レ ルレ が、 一

部 ・・Res・rveluftノ 上 昇 ニ ヨ リ大 部 分 ハResidualluft

ノ上 昇 ニ ヨツ テ デ ア ノレ。Komplementdreluftノ ・常 二

減 少 スノレ。 最 大 呼 氣 蛇 ビ ニ 最 大 吸 氣 ハ狭 窄 呼 吸 二於

テ常 二影響 ヲ受 ケ ルレ。 狭 窄 ノ影響 ハ呼 吸 ノ秒 容 積 蚊
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ビ ニ狭 窄 二=リ テ生 ジ タ 肺 内El1Z;ノ動 揺 二關 係 ス ル。

(隈 部抄)

内分 泌 腺 「エ キス 」 ニ ヨル 肺結 核 患 者 ノi一ニ ン ヒ

ド リン」反 瑠i二就 イテ

LVajda:MitinnersekretorischenExtraktausge・

ftthrteNinhydrin-ReaktionenbeiLungentuberku・

lose.

著 者 ノ・Luettge及Mertz爾 氏 ノA,E.R.方 法 ニ ョ

リテ100人 ノ肺 結 核 患 者 ノ内 分 泌機 能 不 全 二就 イテ

研 究 シ テ ヰ,レ 。 此 方 法 ハ酸 及 魎、 蛋 白含 量 ノ標 準 的

償 決 定 ガ 出來 ナ イ限 リ未 ダ完 全 ナ モ ノ ト ハ 云 ヘ ナ

イ。 上述 反 慮試 験 ノ結 果 ノ、次 ノ如 ク デ ア ルレ。甲 状 腺 機

能 充 進29名 、機 能 不 全23名 デ ア ル。=機 能 充 進 ヲ示 ス

者 ハ圭 二新 シイ 初期 蚊 ビ ニ良 性 ノ 圭 トンテ増 殖 性 結

核 、 機 能 不 全 ハ病 竈 ノ廣 イ 爾 側性 ノ崩 壊 性 結 核 デ ア

レ。 副 腎 二於 テ ハ上述 ノ關 係 ハ反 封 デ ア ノレ。 膵 臓 及

胸 腺 二於 テ ハ 全 部 ガ機 能 不 全 ヲ示 シ テ ヰ ル。 ソ ノ数

ハb人 及5人 デ ア ッ タ。 睾 丸 摘 出物 二於 ケ ルレ 機 能 充

進 及 不 全 ・・各 、8及11例 、 卵 巣 二於 テ ノ・4及8例 、

黄 盟 二於 テ ハ7-13例 、 松 果 腺 前葉 二於 テ ・・5-11

例 、 後 葉 二於 テ ハ2-4例 デ アノレ。(隈 部 抄)

Ze五tschriftfUrTuberkuloseBd.62,H.6,1931.

頸 部 肋 骨 及 胸 廓 異 常 二就 テ

W.Boehm:UberHalsrippenundThoraxanomal-

ien.

1.頸 部 肋 骨 。 通 常VL頸 椎 ヨ リ出 デ、 」又VI.V.皿 ・

頸 椎 カ ラ出 ル事 モ ア ル、假 性 ト眞性 ヲ 分 ツ、 出現 頻

度 ハ 國 ニ ヨ リテ 異 リ露 、 洪 二 多 ク、i蜀、 中欧 ニ ハ少

ナ/、 女 子 二 多 イ.90%ハ 何 等 障 碍 ヲ訴 ヘ ヌ ガ20歳

過 ギ ニ ナ ツ テ苦 痛 ヲ起 サ シ ムルレ事 ガ ア ノレ。 圭 二紳 経 、

血 管 系 統 ノ苦 訴 デ、 胸 部 ノ 疾 痛 、 倦 怠 感 、 脱 力 等 が

ア リ、 打 診 上 、 肺 尖 部 ハ短 音 デ、1レ ンbゲ ン」 透 覗

二際 ン肺 尖 部 二陰 影 ヲ現 ス 故 二之 ヲ 浸 潤 ト誤 ル事 ガ

アノレ。

II.胸 廓 異 常。

1)、 肋 骨・ノ假 關 節 形 成(Freund.Hart)・

2♪、Serb氏 ノ肋 骨 、 胸 骨 異 常。1、 ∬.肋 骨 ガ前部 二

於 テ癒 合 ン廣 イ骨 板 ヲ作 ルレモ ノデ 「レン トゲ ンj透 硯

ノ時 肺 内 ノ浸 潤 ト談 ルレ事 ガ ア ノレ、 而 モ之 ハ 早期 浸 潤

ノ屡 く現 ハ ル ・所 二存 ス ル故 二注 意 ヲ要 ス 。

3)、Sprengel氏 ノ崎 型 一 先 天 的 ノ肩 脾骨 高 墾 、

之 ハ 舜 二位 置 異 常/ミ デ ナ ク、他 ノ現 象 ヲ 件 フ、 帥

チ1)、 肩 脾 骨形 ノ攣 化 、2)、 上 角 ノExostose・3)、 脊

柱 ノ轡 曲、4)、 脊 柱 、 或 ハ肋 骨 二於 ケ ルレ鉄 損 、5)、

肩 脾 、 椎 骨 間結 合 ノ 短 縮 、6)、 頭 蓋 、 顔 面 ノ不 均齊

7)、 同 側 上 臆 ノ短 縮 、萎 縮 、8)、 種 々 ノ 胸 筋 背筋 ノ

欲 損 、9ム 同側 乳 房 ノ短 小 等 ヵ"アJl・、成 因 二 就 テ諸

設 ヲ ア グ。

4♪、Cruveilhier氏 ノ肋 骨 異 常 。

5)、Luschka氏 型 。 多 〃 ・雨 側IV、 肋 骨 二來 リ、 肋

骨 ガ共 ノ前 端 二於 テ熊 手 様 二分 岐 シ、 「レ ン トゲ ン」

透 覗 二際 シテ空 洞 ト誤,レ事 ガ ア ル。

漏 斗 状 胸 部 崎 型 。原 因 二就 テ諸 設 ヲ紹 介 ス。

胸 筋 ノ飲 損 モ稀 ナ モ ノデ ハ ナ 久1レ ン トゲ ン:透 覗

二際 シ時 二共 ノ側 ノ氣 腫 ト誤 リ叉 ハ 健 側 二陰 影 ア ノレ

モ ノ ト誤 信 ス ル事 ガア ル。(池 上 抄)

慢 性肺 結 核 患者 ノ肝 臓 機 能 検 査 補遺

F.Warnecke:BeitragzurLeber-funktionspTUfung

beiderchronischenLungentuberkulose.

此 ノ報 告 ハ嘗 テ本 書Bd.54H.4.1929.及 ビBd.

55、H・2・1930ノ 報 告 ヲ補i遺ス ル 爲 二更 二研 究 ヲ進

メ テ ナサ レ・タ モ ノ デ 最 近2年 間 。 慢 性 肺 結 核 二起,レ

肝臓 攣 化 ヲ臨 林 的 二確 メ得,レ カ否 カ ヲ 研 究 シタ モ ノ

デ アノレ。

Bilirubinヲ 以 テス ルレ荷 重 試 験。 血 管 内 二注 射 サ レタ

Bilirubinノ 血 中滞 留 時 間 カ ラ肝 臓 機 能 歌 態 ヲ知 ラ ン

トス ルレモ ノ。12例 ノ重 症 雨 側 進行 性 患 者 二試 ミタ例 数

が 少 ナ イ カラ 之 ヲ 以 テ 結 論 ス ルレ事 ・・出 來 ヌ。Beck-

mann氏 ニ ヨル乳 酸 荷 重 試 験 。2例 二肝 實 質 ノ障 碍 ヲ

謹 明 ス ノレガ如 キ結 果 ガ得 ラ レ タ.併 シ本 法 ヲ重 症 患

者 二行 ヘ バ種 々不 快 ナ ルレ症 状 が起 ル 故 二 實 用 二適 セ

ヌ。次 二各 型 ノ多 撒 ノ結 核 患 者 二就 テCrecelius・Seifert

/Kolorimetr・Methode二 從 ヒ血 糖 値 ヲ測 定 シタc

同 ジ様 ナ食 餌 デ長 ク患 者 ヲ 榮 養 シ肝 臓 ノ糖 量 二直 接

影 響 ヲ及 ボ ス 藥鰯 ヲ避 ケ 實験 ヲ 行 フ。 空腹 時 血 糖 僚

ハ82例 ノ輕 。 中等 症 デ合 併 症 ナ キ 患8i二 就 テ ハ 健 者

ト等 シク70-一 一110mg%21例 ノ重 症 、 有 合 併 症 患 者

二於 テ ・・80mg%以 下 デ多 ク ・・30-50mg%ナ)レ 低 値

ヲ示 スn次 二67名 ノ嬬 人 患 者 二糖 荷 重 試験 ヲ行 フ。

20-40瓦 ノ葡 萄 糖 ヲ150蝿 ノ温 湯 二溶 解 ンテ経 口的
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二與 フ。 輕 。 中 等症 患 者 デ ノ・15、20、30分 後i著 シ

ク血 糖 値 ハ 上昇 シ1.5、2.5時 間 後 デ ハ 下 降 ス ルレ。

20名 ル重 症 患 者 デ ノ・上 昇 が遅 レ45 、60、90分 デ最

高 二達 シ下行 曲線 モ緩 慢 ニ テ 時 一一3-4時 間 後 ニ ナ

ツ テ 最初 ノ値 二來 ノレモ ノモ ア ルレ。 叉 数 例24時 間 後 二

於 テ モ過 血 糖 ノ状 態 ニ ア ノレモ ノ モ ア ツ タ.空 腹 時血

糖 値 が正 常 値 ヲ示 ス 時 デ モ荷 重 試験 ニ ヨ レ バ 肝 臓 機

能 ノ障 碍 が朔 然 ニス ノレコ トが アル。(池 上 抄)

成 人 開 放 性 肺 結 核 ノ早期 型

B.W.Chmelnitzky:FrUhformenderoffenenLun・

gentuberkulosederErwachsenen.

肺 結核 症 ノ各 型 ノ來 ル頻 度 二就 テ200例 ノ患 者 ヲ選

ビ拉3年 間 研究 ヲ行 ツ タ.患 者 ハ何 レモL'-28/M及 ビ

26-・-2Y/XI二 始 メテ結 核 菌 陽性 トサ レタ モ ノデ アノレ
。

1・ 浸 潤 型。 急 性 、 亜 急 性 獲 病 ヲ有 ス ル本 型 二罵 スル

モ ノ ・・107 、(53.5%)デ 何 レモ、慢 性 繊 維 乾 酪性 肺

瘍 ヘ ノ移 行 型 ヲ示 ス、急 性 二経 過 シ テ数 ケ 月 デ 死亡

シ タ モ ノ モ アルレ。 鎮 骨 下浸 潤 、 或 ハ空 洞 ハ88例 二見

ルレ。 結 核 が感 冒 二 引績 イテ始 ツタ ト 思 ハ の レモ ノハ

少 ナ イ が、慢 性 良 性 二輻 向 ジダ モ ノ が此 ノ 爲 二突 然

急 性 乾 酩性/モ ノ ニ攣iツ タ ト云 フ 例 ノ・屡1経 験 ス ルレ

此 ノ浸 潤型 ハ癒 合 シテ大 キナ病 竈 ヲ作 ル 傾 向 ヲ 有

シ、 屡 く肺 瘍 ノ始 メ トナ]tz。Kollapstherapieが 偉数

ヲ奏 ス、 本 型 ノ由 來 ノ・、exogeneSuperinfektionノ

事 モ ア リ、 氣 道 性 、 血 行 性 輔 移 ニ ョルレ事 モ ア リ、 再

感 染 竈 ノ再 燃 ニ ヨルレ事 モ ア リ叉 恐 ラ ク ハ 初感 原 登 竈

カ ラ ノ事 モ ア ルレ。

ll.繊 維 性 培 殖 型 。 多 ク ハ陳 薔石 灰 竈 ガ其 ノ根 源 トナ

ルレ。 此 ノ型 ハ上 方 ヨ リ下 方 二 向 ツ テ 接 働 的 二披 大 ス

ルレ、 叉 氣道 、 淋 巴道 ニ ヨ リ振 大 ス ル事 モ稀 デ ナ ィ、

小 病 竈 ヲ 作 リ ツ ・ 披 がルレが癒 合 シテ空 洞 モ作 リ得

,レ。 此 ノ様 ナ 陳 蕪 石 灰 竈(再 感 染 竈)ノ 再 燃 ヲ 件 フ

肺 尖 部 機輔 ハ成 人 ノ開放 性 結核 ノ可 成 リア リフ レ タ

ー 早期 型 デ アツ テ 前 ノ浸 潤 型 トハ 庭 別 ス ベ キ モ ノ デ

ア ル、 長 イ間 加 答見 性 症 朕 ヲ 示 ス、 本 型 二團 ス ルレモ

ノ30(15%) 、 此 際 見 ラ レノレ喀 疾 内結 核 菌 ノ・kernig

デ 時 二Sp]itterト ナ ツ テ ヰ ノレ事 モ アル 、 叉 時 二喀 疲

内 二多 量 ノ菌 ヲ見 ル事 モ ア ル が速 二清失 ス ルレ。 此 型

ハ比 較 的良 性 デ ア ルレ。 肺 門 部 結 核 ト ハ 肺 門 部 淋 巴腺

竈 ノ再 燃 ニ ヨ ル肺組 織 ノ炎症 ヲ云 ヒ8例(4%)、 二

認 メ タ。

本 型 が叉 早 期 浸 潤 ノ獲 生 原 因 トナ ノレ事 モ ア ル。
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皿.播 種性 小 核 型 。 本 型 ・・蜀 逸 文 獄 二於 テ ハ"Grau"

ノ名 ト結 ビ ツ イ テ ヰノレ、Grauノ ・本 型 ・・全禮 ノ50%

ヲ占 ム ルレト云 フ。 著 者 ハ此 ノ早期 型 ヲ18例(9%)二

認 メ タ。 本 型 ハ臨 林 的 ノ経 過 豫 後 ハ夫 々異 ツ テ ヰ,レ

カ ラ特 別 一一ツ ノ群 トシテ匠 別 ス ルレ必 要 ハナ イ。Grau

ノ云 フ如 ク必 ズ シモ良 性 デ ナ ク其 ノ 豫 後 ・・病 竈 ノ廣

サ ニ關 ス。

IV.粟 粒 型 。 本 型 ハ種 々 ノ臨 鉢 像 ヲ示 シ時 ニ ノ・短 期

間 二死 亡 ス ル事 モ ア リ或 ・・良 性 デ 限 局 サ レタ肺 野 二

丈 ケ獲 生 スノレ事 モア ノレ、 粟粒 播 種 ・・初 メ ノ・滲 出性 二

経 過 ンー 方 乾酪 性 肺 炎 トモ ナ リ、 他 方 吸牧 ノ後 繊 維

性 二傾 ク事 モ アルレ。 著 者/4例(2%)ヲ 以 テ ス レバ

本 型 ノ豫 後 ハ病 竈 ノ廣 サ ニ ヨツ テ定 マ ル。 卸 チ著 者

ノ材 料 ニ ゴ レバ 開放 性 肺 結 核 ガ 大 寝 潤 竈 ノ型 デ始 ツ

タ モ ノが全 数 ノ牛 バ ヲ占 メ他 ・・著 シ キ 周 局 炎 ヲ伴 ハ

ザ ルレ再 感染 竃 ノ再 燃及 ビ 血 行 性 小 核 播 種 竈 及 ビ僅 ヵ

ノ粟 粒竈 カ ラ始 ツ タ モ ノデ 患 者 ガ相 談 所 ヲ 訪 レル ノ

ハ病 竈 が 用 當 二振 ツ テ カラ デ ア ルレ
。 何 レモ 登 生 原 因

縄 過、 豫 後 治療 法 が異 ルレ故 二特 殊 ナ研 究 ヲ要 ス。

(池 上 抄)

肺 結 核 ノ榮 養 療 法 二 於 ケ ル 生 理 的 混 合 堕類

(Titrosalz)ノ 意 義 及 ビ作 用。

0・Schedtler・BedeutungundWi・kungeinesaqui-

1ibiertenSalzgemisches(Titrosalz)inderErn5hr .

ungsbehandlungderLungentuberkulose .

Keining・u・H・pf・ ・Elekt・ ・lytenVerschiebung殊

二陽 「イ オ ン」ノ比 卒 障碍 ガ植 物 性 絆 経 系 二 障 碍 ヲ與

フル トナ ン叉 或種 ノ皮 膚 疾 患 ノ原 因 ニ ナ ルレ トン テ共

ノ治 療 ニー 種 ノ唖 類混 合 物 ヲ作 リ之 ヲTitrosalzb命

名 シタ・ 著 者 ・・此 ノ盤類 混 合 物 ヲ以 テL・・5例ノ無 熱 結

核 患 者 二食 餌 療 法 ヲ 試 ミ、叉5人 ノ健 者 ヲ以 テ封 照

試 験 ヲナ シタ。 患 者 ハ各 期 ノモ ノ デ 共 中2人 二皮 膚

疾 患 ヲ見,レ・Tit・・sa1… 毎 日30-31瓦 ヲ用 フ
、 数

日後 多 ク ノ・胃腸 障碍 ヲ訴 へ3ケ 月 二亙 ル 實 験 二於 テ

i封照 二2名 患 者 二5名 、 疾 痛 ヲ件 フ 胃腸 障 碍 ヲ來 シ

叉 下 痢 ヲ起 シタ 者 モ アルレ、 之 ハ 蓮 常 食 二復 節 ス ル事

ニ ヨ リ速 カニ治 癒 シタ
、臨1休的 所 見、(赤 沈 反 鷹 、胸 部

所 見)二 ・・全 ク影 響 ス 嘘 ナ ク波 膚疾 患(U1,ika,ia
,

Tube・kulid)・ ・却 ツ囎 悪 シタ位 デ アJレ
、Gers。 喰 餌

ヲ用 フル 際・ 見 プル ・様 ナ病 竈 反 鷹 モ此 ノ 場 合 見 ラ

レナ カツ タ。(池 上 抄)

結 核治 療 二封 ス ル 新 藥 剤 及 ビ榮 養 剤 二 就 テ
,
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(1930年 度 ニ ナ サ レ タ報 告)。

Schr6der:VberneuereMedikamenteundNahrm・

ittelftirdieBehandlungderTuberkulose.(Bericht

UberdasJahr1930).

1.特 殊 性 、 非 特 殊 性 刺 戟 療 法 。「ツ ベ ル ク リ ン」療 法 。

Brtihl,Cevey,Hayekニ ヨ リ テ 報 告 サ レ用 量,適 膳 症 、

成 績 が述 ベ ラJレ 。 之 二他 ノ治 療 法 ヲ併 用 ス ルレMayr・

hofer,Selter,Komis.Courcoux.Ferbach等 ノ報 告 。

生 菌 ヲ 以 テ ス,レ 「ワ ク チ ン」療 法 トシ テ ノ・Friedmann・

mittel(Marberger:Fernbach.Schelenz.Simeonow等)

ノ報 告 及 ビB.C.G.ヲ 豫 防 的 治 療 的 二 用 ヒ タ 、 多 籔

ノ人 々 ノ 報 告 ヲ 紹 介 ス 、 非 特 殊 性 刺 戟 療 法 ト シ テ

ハ 、 胸 腺 、 脾 、 膵 、 淋 巴 腺 ノ 抽 出 物 ヲ以 テ ス ノレ 法 、

「リ ボ イ ド」製 刺(が メ ラ ン)ヲ 以 テ ス ァレ法 が 紹 介 サ)レ
。

皿.化 學 療 法 。Helpin吸 入 試 験(J6tten)、 「ヒ ノ リ ン」

製 剣(Aloigi)、 ノ報 告 。 金 製 劃(サ ノ ク リ ジ ン、 ク リ

ゾ ル が ン、 ゾ ル が ナ ー ル 、 ロ ビ オ ン 、 ト リ フ ア ー ル 、

〃 リ ザ ル ビ ン ー 佛 國 。 ヌ.リ ホ イ ド可 溶 ノ リ パ ウ ロ ー

,リ ノ報 告 ハ20数 氏 ニ ヨ リ テ 號 表 サ レ テ ヰ ル 。 金 鴎

'鞭類
、 セ リ ウ ム、 モ リ ブ デ ン、 マ ン が ン、 カ ド ミ ウ

ム 、 ペ リ リ ウ ム ノ 報 告 。

皿.藥 物 療 法 、 「ト リパ フ ラ ビ ン 」及 ビSio2・ 。沃 度 「カ

ルレチ ウ ム」、獣 炭 、「ベ ン チ ノー ル 」等 が 紹 介 セ ラ レ、 其

他 封 症 療 法 二 用 フ ルレ新 藥 が 数 種 墾 ゲ ラ ル 。

IV.榮 養 及 ビ 榮 養 剤 。G.H・S.食 餌 ・・本 年 盛 ン ニ議

論 サ レ・タ。Keining.Hopf/Titrosalzノ 報 告 。 無

璽 食 餌 ヲ長 〃連 用 ス レ バ 基 礎 代 謝 ハ 減 少 サ ルレ トア レ

キ サ ン ダ ー ハ 報 ジ、 叉 多倣 ノ皮 虚科 磐(Bommer・

Blumenthal.Bern・hardLutz.Engelhardt.Volk.

Axmann)・ ・本 食 餌 ・・各 型 ノ皮 膚 粘 膜結 核、 殊 二狼 瘡

二.・鉄 ク可 ラ ザ ルレモ ノ トナ ス モWiechmann・Beck-

mannハ 常 二数 果 ヲ齎 ラヌ トハ 限 ラズ ト述 ブ、本 食 餌

が結 核 二数 ア リ ト ナ ス 者 二Alexander・Henius・

Baer.Kausch.P6hlmann等 ア リ、 反 封 ス ル 者 二

Harms.GrUnewald.Wolff・Einsner.Sossi.Spies.

Birk.Rehfeld.M611er.Schmiedeberg.Klare.Sachs

等 ア リ、 叉 是 等 ノ報 告 者 ハ 「ミネ ラ ロー ゲ ン」ハ作 用

ナ キ モ/ト ナ ス。Gerson・ ・最 近 ノ號 表 二多 量 ノ液 禮

ヲ果 實 、 野 茱 液 汁 ノ型 デ概 取 セ シ メ 蛋 白、 含 水 炭 素

ヲ減 ゼ シ メ 時 二肝 油 ヲ與 フ,レ事 ヲ提 唱 ス、 内分 泌障

碍 ア,レ時 ・・夫 レニ相 當 ス,レ 「ホ,レモ ン」製 刺 ヲ與 ヘヌ・

時 ニ ハ 「ビ タ ミ ン」製 剤 ヲ與 フ。

「ヴ ィ が ン トー ル」ハ石 灰 沈 著 ヲ促 進 セ シム。叉 純 粋 ノ

Rohkostノ ・榮 養 不 良 ヲ招 ク 故 二結 核 ノ治 療・二用 フ ルレ

ニ適 セ ヌ ト報 ゼ ラル。 榮 養 剤 ト ン テ ・・1)Heliosan

(Reitlinger)、2)酸 性 乳(Klceberg)・ が 報 ゼ ラ レ叉 、

Oksiusow・ ・酸 素 吸 入 ・・膵 臓 ノInselapparatヲ 刺 戟

シ テ寡 血 糖 ヲ來 サ シ ム ルレ故 食 慾 ハ塘 加 ス ル事 ヲ 述

ブ。(池 上 抄)

Zeitschriftf廿rTuberkulose,Bd.63,H.1,1933.

1.ロ ー ウ ェ氏 肺 尖 離 解 術 ヲ以 テ セ ル 結 核 性 肺 尖

病 機 ノ 治 療 二 關 ス ル 臨 淋 的 経 験 。Herrmann

BremerundP.Uhlenbruck(K61n):Klinische

ErfahrungenbeiderBehandlungtuberkul6ser

SpitzenprozessemitderApikolysenachLauw一

ers

著 者等 ・・キ ヨ,レン大 學 ノ外 科 敏 室 二於 テ、 故Fran-

genheim及 現Haberer雨 教授 ノ下 二於 テ、敏 授 等1・

共 二行 ヘ ル ア術 ノ豫 後 ヲ3年 間 二亙 リ テ 観 察 セ ノレモ

ノ ヲ報 告 セ ルレモ ノ ナ リ。 始 メ 同 手術 ノ歴 史 的號 達 ト

其 諸 方 式 ヲ略 述 シ・、 次 デLauwers氏 術 式 ヲ述 べ、 著

者 等 ノ経 験 例17例 二就 テ詳 述 セ リ。 経 過 観 察 ハ1年

以 上5例 、6-11ケ 月6例 、6ケ 月未 漏6例 ナ リ。

内8例 ヲバ病 歴 及 「レ ン トゲ ソ」篇 眞 ヲ掲 ゲタ リ。

適 磨 症1・ ンテ ・・病機 偏 側 性 ニ シテ、 肺 尖 乃 至 鎮 骨 下

二亙 リテ、空洞 アリ。且胸廓成形術 ヲ行 フ 程披大セ

犬叉氣胸施行 が肋膜癒着ノ爲 メ不可能ナル場合ナリ。

滲出性、増殖性ノ何 レヲ問ハザ ル モ、著者等ハ上記

ノ他二尚喀疾中 一毎常結核菌 ヲ詮明 ン、喀血ヲ繰返

シ、之が爲メニ病竈撰大ノ危瞼多キモノ ヲ選べ リ。

滲出性結核症 ヲ圭1・セリト云フ。

結果ハ不良5例 、甚良好5例 、稽 く良2例(5ケ 刀

以上 ノ例)、 然 レドモ何 レノ例二於テモー時的ニハ毎

常良好ナル経過ヲ示 セ リ。卸食慾墳進、膿重壇加、

喀疾減少、心氣爽快、登熱下 降 シ、赤血球沈降速度

可良bナ レ リ。甚良好ナ)レ5例 中空洞 ノ消失2例 ナ

リ。

著者等ノ・軍ナル肺尖離解術 ヨ リモ、之 レニ横隔膜紳

経捻除術 ヲ伍スノレヲ可 トス ト云ヘ リ。(岡 抄)

2.胸 達 ヲ穿孔セル空洞ノ組織填塞術R・Nigsen
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(Berlin):Gewebsplombiemngeinerdurchdie

BrustwandperforiertenKaverne.

結核 性 空洞 ガ前 胸 壁 二穿 孔 セ ノレ 例 ノ外 科 的 治験 例 ノ

報 告 ナ リ。

一 學 生
、 右 肺 尖 部 二 空洞 ヲ有 シタ リ ン が、 之 レニ封

シテ外 科 讐 が、 内部 ノ組 織 緊 張 ヲ緩 解 ス ル 日的 ニテ

第2肋 骨 ヲ前 部 ニ テ切 除 セ リ。 然 ル ニ 空 洞 ハ依 然 ト

シテ振 大 ヲ止 メズ。 途 二前 胸 面 二穿 孔 セ リ。 著 者 ノ・

豫 メJodipinヲ 用 ヒ テ、 此 穿 孔 ガ 氣 管 二通 ゼ ル コ ト

ヲ確 カ メ、 此 部 分 ヲ切 解 シ、 空 洞 面 ノ結 核 性 肉芽 組

織 ヲ鏡 匙 ニテ掻 破 除 去or、 之 レニBillroth氏 方 式 ニ

コ リテ、 大 胸 筋 ヨ リ脂肪 ヲ附 セ,レ 儘 ノ有 柄組 織 片 ヲ

作 リテ、 此 空 洞 ヲ填 塞 セ ル ニ 完 全 二治 癒 ン、喀 唆 全

ク止 リ、14日 後痩 孔 治 癒 シ、6週 間 ニ シ テ健 康 者1・

シテ退 院 セ リ。(岡 抄)

3・ 開 性 肺 結 核 症 ノ若 キ教 師 二原 因 セ ル 小學 見 童

ノ危 瞼

FranzKlein.(Warendorfi .W.?:DieGefahrdung

derSchulkinderdurchoffentuberku16serJungle・

hrer.

著 者 ハ 保 健 局磐 ニ シテ、 同 地 方/小 學 校 二於 テ 経 験

セァレ3例 ヲ記 載 セル モ ノ ナ リ。 第1例 。 開性 結 核 症

女 敏 師 二薫 育 サ レタ ル10-11歳 ノ男 女 混 級 生2・5名

中1ケ 年 間 二新 感 染 ヲ來 セ ル モ ノ13例 。 「ツベ ル ク

リ ン」反 鷹 陽 性 卒72%。 同 一 市内 ノ同年 齢 者、 一般

的 陽 性 卒47.1%ナ リ。 是 等 ノ陽性 者 ヲ「レ ン トゲ ン1

検 査 セルレニ活 動 性結 核 症 ヲ登 見 セ ザ リキ。 「ツベ ノレク

リ ン」反 慮 ハMoro氏 膏 ヲ以 テ セ リ。

著 者 ・・之 レニi封 ンテ時 折重 複 感染(Superinfektlon)ヲ

ナ ス モ猶 病 ス ル ニ 至 ラズ トナ セ リ。

第2例 。 重 症 開性 肺 結 核 症 ノ敏 師 ノ敏 育 ヲ6ケ 月間

受 ケ タ ♪レ10-14歳 ノ男 生34名 二就 テHamburger

氏 膏 ニ テ 「ツベ ルレク リ ン」反 慮 ヲ試 ミタ ル ニ25名 陽 性

ナ リ。 此 級 ハ既 二1年 牛 前 「ツ ベ ル ク リ ン」反 磨及 ビ

「レ ン トゲ ン」検 査 ヲ施 行 シア リ テ
、 其 前後 ヲ比 較 セ

ル ニ、 新 感 染 例20例 ア リ。 此 内5例 二 活動 性 肺 結 核

症 ヲ 「レ ン トゲ ン」二依 テ謹 明 セ リ。 第3例 ノ・開性 肺

結 核 症 敏 師 ニ ヨツ テ9ケ 月間 受 持 タ レタ ル級 ニ シテ、

男 女 混 合63名 ナ リ。 此 場 合 ニ モ、1ケ 年 牛 ノ間隔 ヲ

以 テ共 前 後 二検 査 サ レタ リ。 此 間 ノ新 感 染34名 、 此

内 活 動 性 結 核 症16、 未 治 者(Labil)ト 考 ヘ ラ♪レ・モ

ノ5名 ア リ。 此 罹 患 率 ハ驚 ク可 キモ ノ ニ シ テ、1ケ
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年 牛 前 ノ陰性 者51名 二封 ン、 活 動 性31.4%ノ 多数

二上vリ 。1929年 聯 邦 プ ロイ セ ン ノ小 學 全 生 徒 ノ活

動 性2%二 比 ス レバ共 ノ差 ノ大 ナ ルレヲ見 ル。

第2例 二比 シテ、 第3例 二於 テ 活 動 性 結 核 症 ガ著 シ

ク多 数 ナ ル理 由 ト シ テ 著 者 ハ敏 師 ト生 徒 トノ接 鱗 ノ

状 況 及 ビ教 室 ノ廣 サ ヲ調 査 セ リ。 第2例 二於 テ敏 室

ガ通 常 ノ敏 室 ヨ リモ個 人 當 リ2倍 ヲ越 ユ ルレ ヲ 見 、」又

第2例 二於 テ ・・敏 師 ト見童 トノ席 ガ離 レ居 タ ル ニ反

ン、 第3例 二於 テハ敏 師 ハ屡 く見童 ト同 席 シ テ、 之

レニ譲 書、 習 字 、 計算 等 ヲ教 へ居 タ リ ト 云 フ。 卸感

染 ノ輕 重 ガ登 病 ヲ支 配 セ ル例 トシテ 記述 セ リ。

是 等 ニ コ リテ著 者 ハBehring・R6mer等 ノ説 ナ ル獲 病

後 ノ病 症 ノ輕 重 ハ初 感 染 ノ強 弱、 菌 量 二比 例 ス ノレ モ

ノナ ル コ ト ヲ承 認 シ、 敏 師 探 用 二 當 リテ ノ・專 門 家 ノ

診 噺 ヲ経 サ ルレ可 カラ ザ ル コ ト ヲ 経 濟 的 見地 ヨ リモ力

説 セ リ。(岡 抄)

4.チ ュ ー リ ヒ アウー シュ ヰ ー ブス 地域 二於 ケ ル

結 核 豫 防成 緕。

HannfriedMatthies(Trebschen):Ergebnisseder

TuberkulosebekampfungimKreiseZ田licha、 いSchw-

iebus(StidostlicherKreisderMarkBrandenburg).

同 地域 二於 ケ ルレ全 死 亡 卒、 結 核 死 亡 率 、 病 院 、 治 療

所 二於 ケ ルレ結 核 死 亡 率 、 健 康 相 談 所 ニ テ 取 扱 ヘ ノレ結

核 症 薮 等 二關 ス ルレ1923-1930年 間 ノ官 憲 ノ統 計 数 ヲ

表 示 セ リ。 之 レ ヲ見 ル ニ是 等 ノ年 間 二 於 テ、 注 意 二

値 ス ル動 揺 ヲ見 得 ズ。 同 地域 二於 ケ ルレ全 死 亡(人 口千

二封 シ)大 膿12-15ノ 間 ニ ア リ。 結 核 死(人 口1萬

二i封 シ)大 膿7-10ノ 間 ニ ア リ。(岡 抄)

5・ 肺 結 核 症 二與 ヘ タル脾 食 餌 ノ臨 淋 的 観 察

R.BirsteinundM.Ikonen(Leningrad):Einige

klinischeBeobachtungenbeiVerabreichungvon

MilzanLungentuberkulosen.

進行 性 肺結 核 症 ヲ圭 トス ル20例 及 ビ 淋 巴 腺結 核 症

ノ7例 二就 テ脾 食餌 ニ ヨ,レ治 療 成 績 ノ観 察 ナ リ
。 著

者 等 ハ本 治 療 法 ヲ實 行 ス ルレニ 當 リテ、 諸 種 調 理 法(例

ヘ バ生 脾 二種 々ナ ル調 味 料 ヲ加 ヘ タ ル モ ノ、 或 ハ 「ビ

フス テ ー ク」様 其 他)ヲ 試 ミタ ル モ爾 ホ實 行 困 難 ナ ル

ヲ経 験 セ リ。 其 困難 ハ第1二 毎 日新 鮮 ナ ル 脾 ヲ得 難

キ コ ト。第2二 患 者 ハ 本 食 餌 二封 シ不 快 感 、 嫌 悪 ヲ

來 シ、 長 日月 ノ食 餌 二堪 エ ザ ル コ トナ リ。

臨 脈 的 ニハ喀 疾 、血 液 像 、 赤 沈 、 血 糖 、 基 礎代 謝 、

ス テ ル ンベ ルレク氏 血 清 「ア ト ロ ピ ン」値 等 ヲ観 察 セ
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リ。 赤 血球 藪 及Hbノ 塘 加 ・・認 メ ラ ル。 赤 沈 牛 数 二

於 テ稽 く良 好 トナ ルレ。 含 水 炭 素 代 謝 ニ モ 關 與 ス ルレガ

如 ジ。 大 盟 一 般 的 症 状 ・・可 良 トナ ルレ モ 「レン トゲ ン」

像 ハ不 髪 ニ シ テ、 時 トシテ反 テ振 大 匂 レモ ノア リ。

加答見性現象ニハ影響 ナ ン。淋巴腺結核症 ノ痩孔 ハ

2週 間ニンテ明カニ可良 トナ レ リ。著者等ハ條件附

賛成ノ如 キ決論 ヲ記セリ。(岡 抄)

TheAmericanReviewofTuberculosisVol.XXVI.No.6,December,1932.

RobertKochノ 結 核 菌襲 見(其 影 響 卜業 績)

RobertPhilip:RobertKoch'sDiscoveryofthe

TubercleBacillus.SomeofItsImplicationsand

Results.

London/OsterChub二 開催 サ レタ結 核 菌 獲 見50

年 祭 ノ席 上 デ ナサ レタRobertKochノ 懐 古 談 デ ア

JV。Kochノ 生 立 ヤ経 歴 ヲ述 べ結 核 ノ歴 史 ト 結 核 菌

ノ登 見 セ ラ'レ迄 ノ沿 革 ヲ説 明 シテ1882年3月21日

_BerlinPhysiologicalSocietyが 新 築 ノ生 理 學 敏

室 二開 カ レタ時 ノ様 子 ヲ詳 二話 シテ 居 ル。 當 日 ハ午

後7時 二Pr.DuBois・Reymondカ"座 長 トナ ツ テ開

カ レタ。 當 日ソ・不 快 ナ霧 ノ夜 デ ア ツ タ。 聰 衆 ハ 座

長 共 二36人 シ カナ カツ タ が共 内 ニ ハHelmholz,

Frerichsト 共 弟 子Ehrlich,LoefHerが 居 リコ ノKoch

/Berlinデ ノ歴 史 的 虜 女 演 説 二聰 入 ツ タ ノ ガ何 レモ

科 學 ノ熟 達 ノ士 デ ア ツ タ。 唯 コ ノ席 ニ ハ 學 敵 デ ア ッ

タVirchow一 派 ノ細 胞 病 理 學 者 ヤ 内科 外 科 ノ大 家 ・・

"Simplenonsense"
,"Utterhumbug"ト シ テ問 題

ニ シ ナ カ ツ タ ・メ 出席 シナ カ ツタ事 ヲ述 ベ テ 居 ルレ。

1891年 二所 謂 、Koch'sphenomenヲ 獲 表 シ・テ 今 日 ノ

tuberculin診 断 ノ原 理 ヲ定 メタ 事 ヤ 」又豫 防方 面 ノ事

マ デ確 立 シPhilipヲ シテTuberculosisDispensary

ノ設 立 ヲ思 立 シメ タ事 ヲ讃 ヘ テ居,レ,

Philipノ 計劃 二從 ツテ今 日 ノ如 キDispensaryカ"創 始

サ レタ ノが1887年 デ ア ツ テVictoriaDispensary

が 之 デ アルレ。Dispensaryノ 終 局 ノ目的 ・・祉 會 ノ結 核
●

患 者 バ ー 例 ヲモ 見逃 サ ナ イ コ トニ ア ル ノ デ 之 ヲ ナス

ニ ハ 患 者 個 人 ノ運 命 ヲ永 ク親 察 ス ルレ ト 同 時 二其 周 園

ノ結核 患 者 テ摘 獲 シ 是 等 ヲ敏 育 指 導 ス ル が ノ(切デ ア

ツテ1905年 二Koch・ ・既 二民 衆 二結 核 二i封ス ル智

識 ヲ與 フ ベ キ 事 ヲ強 張 シテ居,レ。 外 科 的 、 叉 ハ化 學

療 法 其 他如 何 ナル結 核 問題 解 決 策 力"出來 様1・Robert

Koch・ ・総 ベ テ ノ方法 ノ 先 箆 者 デ ア ッテ 世 界 各 國 ノ

結 核 患 者 倣 が減少 シ ッ アルレノ・・一 二Kochノ 功 二蹄

ス ベ キ モ ノデ ア ルレ ト述 べ テ ヰ ル。(寺 尾 抄)

虚 脱 療 法 二劃 ス 川 順序 的敵 果 ノ統 計 的債 値

JeromeHead,OttoC.Schlack&JosephMarx:A

StatisticalEstimationoftheValueofaProgram・

meforCollapseTherapy.

i著者等 ハ虚 睨 療 法 二封 シテ ー ツ ノ順 序 ヲ 立 テ ・ 見

タ。 コ ノ順 序 ニ ヨルレ ト何 レ ノ例 デ モ ー 側 ノ肺 結 核 患

者 ニ ハ 横 隔 膜 紳 経 ノ切 噺 力叉 ハ撚 除 ヲ行 フ。 次 デ床

中安 静 ヲ守 ラ シメ ル。 モ シ 十 分 二輕 快 ヲ示 サナ カツ

タ ラ人 工 氣 胸 ヲ施 ス。 モ シ人 工 氣 胸 が不 能 力 叉 ハ 不

十 分 ナ ラ バ更 二安 静 ヲナ サ シ メ 叉 ハ胸 廓 成 形 術 ヲ施

ス 。 モ シ良 好 ナ肺 内 二廣 イ寝 潤 が起 ツ テ 來 タ 時 ハ悪

イ肺 ノ方 ノ 横 隔 膜 ヲ撚 除 シ反 封 側 ニ ハ 直 二氣 胸 ヲ行

フ.何 レノ例 ニ シ ロ 停止 肺 二多 少 デ モ攣 化 ガ起 ツ テ
ロ

來 タ場 合 二 ・・ソ ノ側 へ氣 胸 ヲ施 入 今 同 ノ報 告 ・・75

例 二就 テ順 序 通 リニ行 ツ タ モ ノデ 内2S人(37,3%)・ ・

停 止 、14人(19%)・ ・鎭 静 ン20人(26.6ア6)・ ・輕 快 シ

タ。1人(1.3%)ハ 輕 快 セ ズ、5人(6.6%)増 悪 、

7人(9.3%)死 亡 シタ。 観 察期 間 ・・3ケ 月乃 至3年

間 ダ。

要 之 、phrenicectomyハ 肺 結 核 治療 二於 テ ・・掲 立 シ

タ 施 置 ト シ テ 決 定 的 債値 ノ アル モ ノデ アル 。 之 ヲ初

メ ニ行 フ ト人 工 氣 胸 二適 磨 症 デ ァ ル1・ 覗 ル患 者 ノ数

ヲ著 シ ク減 少 セ シ メ ルレ。叉 肺 以 前 ノ合 併 症 登 生 ヲ著 シ

ク阻 止ス ル。反 野 側 ノ活 動 性 病 竈 ヲ吸 牧 セ シ メ ルレ。 コ
ら

ノ順序 ニ ヨノレ療 法 ハ 各 人各 様 二 行 フベ キ デ ア ル ガ(虚

脱)療 法 ハ現 時 行 ・・レテ 居 ルレヨ リモ モ ツ ト 早 期 ニ モ

ッ ト贋 ζ施 行 サ ノレベ キモ ノ ト考 ヘ ノレ。(寺 尾 抄)

肺 結 核 治 療 二於 ケ ル胸 部 外 科 ワ現 況

E.H.BrunsandJosephCasper:ThePresentStatus

ofChestSurgeryintheTreatmentofPulmonary

Tuberculosis.WithSpecialReferencetoThoracop・

lasty.

朝 近 ノ結 核 治 療 界 ハ大 二進 歩 シ1テ 以 前 ニハ 不 治 ト ン

テ顧 ミ ラ レナ カソ タ 重 症 肺 結 核 患 者 ヲ積 極 的 二 取 扱

フ様 ニ ナ ッ タ。 化 學 療 法 、 血 清 療 法 ガ來 去 シ タ が規

劃 的衛 生 榮 養療 法 ヤ正 二勃 興 シツ ・ア ル(虚 脱)療 法

ガ大 二尊 重 セ ラ レヤ が テ ハ 結 核 二i封ス ル特 殊 療 法 ガ
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登 見 サ レル ニ至 ル デ ア ラ ウ。 胸 廓 成 形 術 ハ慢 性 肺結

核 二i封 シテ有数 ナ,レ虚 脱療 法 ノ地 歩 ヲ占 メ テ 居 ル1・

云 ツ テ ヨ イ。 慢 性 肺 結 核 ・治療 上 ノ大 問 題 ハ肺 内 空

洞 ノ閉 鎖 ニ ア'レ。Posteriorthoracoplastyノ ・大 多 数

ノ空 洞 ヲ 完 全 二閉 塞 セ シ メ ルレコ ト ハデ キ ナ イモ ノデ

Brauer/radicalsubscapularoperationデ モ駄 目

デ ア ル。 」又肋 骨 ノanteriorandlateralresectionヲ

補 ツ テ モ駄 目デ ア ル。 即 空 洞 ヲ完 全 二閉 鎖 シナ イ限

リ患 者 ハ輕 快 ンテ モ 結 核 ノ症 状 が纏 績 ン喀 血 ヲ存 シ

病 症 ノ活 動性 ヲ抑 止 スル コ ト ハ 出 來 ナ イ。 叉 空 洞 が

完 全 二閉 鎮 サ レネバ混 合 傳 染 ヲ起 シ共drainage・ ・部

分 的虚 脱 ノタ メ ニ干 渉 サ レ テ 血毒 症 ヲ増 シ肺 膿 瘍 ノ

如 クナ ル。 空 洞 ノ完 全 閉 鎮 ヲナ ス ニ ノ・pneumolysis

1・P・・te・i・・th・ ・ac・platyノ 併 合 ヲ要 ス)t/.コ ノ攣

油thoracoplasty・ ・近 時 ノ肺 結 核 外科 療 法 ノ費 展上

決 定 的地 歩 ヲ占 メ タ モ ノデ ア ・レ。(寺 尾抄)

充 進 肺 結 核 二於 ケ ルPhrenicectomyノ 債 値 ノ限

界

J.D.BronfinandMChernyk:TheValueand

LimitationsofPhreni(ectomyinAdvancedPulmo・

naryTuberculosis.

1924年 ヨ リ1931年9月 マ デ ー 行 ツ タ1S:;人 ノ

phrenicectomyノ 成績 ヲ報 告 シタ モ ノデ29人(15。8

%)ハ 病 勢 停 止 ヲ示 シタ。 最 モ此 ノ内17人 ハ後 二他

ノ療 法 ヲ行 ツタ モ ノデ ア ルレ。 他 ノ12人(δ.6紛 ノ・

Phrenicectomyデ 良 好 トナ ツタ。71人(3S.S%)・ ・色

々ナ 程 度 ノ輕 快 ヲ示 シ テ居 〃。41人67.㍗6)・ ・6ケ

月 乃 至 ろケ年 間 ノ成 績 デ ハ時 間 一杯 ノ仕事 ヲ ス ル事

が出來 ル様 ニ ナ リ16人 「%。5つの バ ー 部 ノ時 間 ダ ケ仕

事 シ得 ルレ様 ニ ナ ツ タ ガ 他 ハ未 ダ看 護 ヲ要 ス ノレ程 度 デ

ア ルレ。26人(14.276 ,ワ・停 止症 トナ ツ タ が手 術 ノ爲特

二利 盒 ヲ得 テ居 ナ イ。20/Y(10ク/● ク')ノ・一 側又 ノ・雨 側

肺 病 竈 が進 行 性 トナ リ叉 ノ・含併 症 ノタ メ 培 悪 シタ。

71人 ノ輕 快 者 が 全 身状 態 及 ビ症 状 ガ良 好1・ ナ リ多ク

ハ盟 重 ヲ増 シ強肚bナ リ耐 力 ガ増 シタ。6S人(95.7

7の ハ喀 湊 が著 減 ン患 者 ・大 多 籔 ハ喀 竣 ノ 喀 出 力・容

易 ニナ ツ タ.手 術/タ メニ死 亡 シ タ ・ノ・ナ イーh"2人

(1.19の ・・手 術 後1ケ 目以 内 二(;人(3.396)ハ2ケ 月

以 内 二死 亡 シタ。 要 之Phrenicectomy・ ・Pneumo-

thoraxガ 不 可能 デ」又常規 的Sanatorium生 活 法 力・敷

果 が ナ イ時 ニハ 圭 トシテ片 側 デ 空洞 ガ ナ イ カ 叉 ハ僅

少 ノ場 合 二之 ヲ行 フ ニ ヨ イ療 法 デ ア ル。 雨 肺 が 侵 サ

●
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レタ場 合 デ モ 他 側 肺 ニハ ツ キ リ シタ空 洞 が ナ ク病 竈

ガ限定 サ レテ居 ル時 ハ相 當 二行 ツテ ヨ ロ シ イ。40乃

至50%二 症 候 緩 解 ヲ見 。 咳 漱 、 喀 疾 ヲ著 ンク減 少 セ

シ メル。 血 疾 ヲ抑 制 ス ル ノガ圭 要 目的 デ アルレ が 反 封

ノ結 果 ヲ見 ル コ トモ屡 ≧ ア ル。 叉 氣 胸 が不 十 分 ニ ン

カ出來 ナ クテ モ之 ヲ行 ヒ十 分 二(虚 脱)セ ンメ ルレコ ト

ガ ァルレ、氣 胸 ノ際 屡 ミ合 併 ス ノレコ トガ ア ノレ膿 胸 が氣

管枝 痩 孔 ヲ作 ツ テ居 ノレ1・否 トニ拘 ハ ラ ズPhrenicect・

omyヲ 行 ツ テ好 影響 ヲ與AJレ.然 ン慢 性 肺 結 核 デ 雨

側 二空 洞 力"ア リ氣 腫 及 全 均 衰 弱 が ア]1/時 ・・Phrenic・

ectomy二 禁 忌 トサ レテ居 ルレ。(寺 尾 抄)

雨 側 人 工 気 胸 療 法

WilliamC.PollockandH.P.Marvin:Bilateral

ArtificialPneumothorax.雨 側 人 工氣 胸 ・・恢 復 ノ望 少

ク 而 モ多 少 輕 快 ス,レ望 ア ルレ肺 結 核 患 者 ノ限 定 サ レタ

者 二行 フ療 法 デ ア ル。 空 洞 形 成 ハ豫 後 ヲ不 良 ナ ラ シ

メ ルレモ ノ デ80%ノ 多数 が(虚 脱)療 法 ヲ行 ハ ナ イ ト1

年 以 内 二死 ス。 一 旦 空洞 が出 來 レ バ 自然 的 二之 ガ 閉

鎖 ス]レコ トハ少 ク主1・ シ テ之 ノ患 者 二行 フ ベ キ 膣 迫

療 法 ノ選澤 ニ ヨ ツ テ、 運 命 ガ決 セ ラ レルレ。 吾 人 ガ行

ツ テ居 ノレ雨 側 氣 胸 療 法 ・相 手 ハ進 行 ンタ ルレ患 者 デ多

クハ 寧 口永 イ経 過 ヲ取 ツ テ居 ノレ。 昂 進 ン タ ァレ 患 者 殊

二空洞 ヲ合 併 シ タ,レ場 合 ニハ 色 々ナ(虚 睨)療 法 ヲ行

ッ テ根本 的 ノ施 術 ヲナ ス事 ヲ可 ト ス ノレ。 然 シ之 種/

患 者 二封 ンテ ハ 其 数 果 ハ驚 ク程/モ ノハ ナ イ。 吾 人

ハ ム ン ロ臨 林 的輕 快 及 生命 ノ延 長 ヲ以 テ 満 足 ヌ ベ キ

デ ア,レ。 是 等 ニ ヨ リ決論 ス ノレナ ラ バ次 ノ如 ク云 ヘ ノレ。

昂 進 ンタ ル 肺 結 核 ハ雨 側 ノ娠 胸療 法 デ病 勢 ヲ抑 制 ス

ベ キ デ ア ルレ。 雨 側 ノ空 洞 形 成 ノ根 絶 ヲ期 シ 反i封側 肺

へ氣 管 枝 ヲ経 テ病 勢 ガ蔓 延 ス ルレ ヲ 防 グニ ハ 早期 二歴

迫 ヲ行 フ ベ キ デ ア ノレ。雨 側 二蔓 延 シテ モ外科 的 二(虚

脱)セ シメ バ之 ヲ阻 止 スル コ トが可 能 デ ア ルレ。

(寺 尾 抄)

人 工 氣 胸 療 法 二於 ケ ル 計 堅器 ノ記 鎌 法

ILP.Bacon:TheRecordingofManometric

PressuresinArtificialPneumothorax.

肋 膜 腔 内歴 測 定 ノタ メ ニ斬 ンク規 準 ヲ定 メ ン ト 企 テ

タ がiE確 ナ物 ヲ得 ラ レナ イ ノ ミ ナ ラ ズ 混 齪 ヲ來 シ

タ。 早 ク ヨ リー 般 二行 ノ・レテ居 ルレ規 準 ハ"true"ナ

リ ト解 セ ラ レ且 内腫 ヲ記録 ス レ ニ・・正 シ イ 方 法 デ ア

ルレ。(寺 尾 抄)

人 工 誠胸 逡 気 中 ノ脈 搏 鍛 及血 墜
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JohnSteidlandFred.H.Heise:ThePulse-Ratee

andBlood-PressureduringArtificial-Pneumothorax

InsuMationg.

人 工 氣 胸 患 者 ノS1%・ ・肋 膜 腔 内へ 遽 氣 中 ハ牧 縮 時/

血 歴 ・・一 定 ノ型 ヲ示 ス が 針 ヲ肋 膜腔 二出 入 ス ル 時 ニ

ハ降 下 ヲ來 ス。 コ ノ 降 下 ハ個 人 ニ ヨ リ可 ナ リ ノ攣i化

ヲ示 ジー 側 デ ノ・水 銀 桂 デ40mmヲ 示 ・Yタノ カ"アル。

同 標 ナ血 歴 型 ヲ肋 膜 癒 着 が ア ツ テ 腔 が遊 離 ノ状 デ ナ
●

イ時 ニ モ観 察 セ ラ レ タ。 血 歴 が コ ノ型 二似 テ居 ナ イ

患 者 ヲ繰返 シテ観 察 シタ が夫 等 ハ ヤ ハ リ 蝕 リ似 ナ イ

コ トヲ知 ツ タ。 但 シ試 験 シタ患 者 数 ハ サ ホ ド多 ク ハ

ナ イ、 然 シー 患 者 ハ血 膣 ガ普 通 型 デ ア ツ タ ガ 施 術 者

ガ偶 然 二針 デ 横 隔 膜 二働 レタ時 頸 部 ト肩 二疾 痛 ヲ感

ジ血 膣 ノ・100～74カ ラ114～76二 昂 リ瞬 間 的 二108

～70二 降 ツ タ ノ ヲ観 察 シタ。 脈 搏 倣 ハ普 通 ハ著 シク

攣 化 シナ イ ガ假 令 攣 化 ンテ モ血 膣/昂 降 ニ ヨツ テ ハ

増 減 ンナ イ。 是 等 ノ試 験 例 二見 ル ニ 針 が肋 膜 ヲ通 過

出入 ス ル時 二取 縮 時 血座 ガ著 シク 降 下 ス,レ 事 實 ハ

"Pleuralshock"ノmechanismト …連係 ア ルレコ1 ・ヲ暗

示 シテ居 ルレ。 幸 ニ シテ氣 胸 ノ時 ニ コ ノ 合 併 症 ノ起 ル

事 ・・稀 デ アル。 叉 不 幸 ニ ン テ 臨 躰 上 探 究/目 的 トシ

テ モ 困難 デ ア ル。 肋 膜 腔 中へ 空 氣 ヲカ ナ リニ入 レテ

居 ルレ間 二」枚縮 時 ハ輕 微 ノ上 昇 ヲナ ス ノ ー 針 が肋 膜 腔

へ 出入 ス ルレ 時 二血 膣 ガ攣 化 ス ル事 ハ 重 要 デ ア ツ テ氣

胸 施 術 ノ間 二胸 廓 中 二物 理 的攣 化 ガ起 ッ テ 居 ルレト同

様 ニ コ ノ 事 實 二依 リ反 射 的 要 約 ガ暗 示 サ レル事 ヲ十

分 注 意 ス ベ キ デ ア ル。(寺 尾 抄)

人 工 氣 胸 ノ合 併 症 トシ テ起 ル縦 隔 警 氣腫

G.E.Ehrenburg:EmphysemaoftheMediastinum

asaComplicationofArtificialPneumothorax.

人 類 ノ縦 隔 膜 ハ小 兄 ノハ薄 ク テ 損 傷 ヲ受 ヶ ヤ ス ィ が

成 人 ノハ 空 氣 ヲi透サ ナ イ。 氣 胸 ノ場 合 二注 入 シ タ 空

氣 ハ 肋 膜 ノ 内膜 的 纏績 ヨ リニ吸 取 サ レ・ルレモ ノ デ 縦 隔

膜 上 ノ内 膜 モ肋 膜 内 膜 ト同様 ナ 勢 作 ヲ ナ ス モ ノデ ア

ル.縦 隔 實 ノ 氣 腫 ・・色 々ナ合 併 症 トシテ來 ルレガ何 レ

モX線 デ容 易 二診 噺 が ツ ク。 全 均 麻 睡 ノ時 叉 ハ 出産

時 ノ怒 責 小 見 デ ハ疫 咳 ノintubation,tracheotomyヨ

リ起 ル コ トガ ア ル。 頸 部 ノ皮 下 氣 腫 ヲ起 ス コ トガ診

噺 ノ助bナ ルレ。 著 者 ハ7例 ノ経 験 ヲ記 シ其 症 候 ト シ

テ ハ種 々ア ルレガ心臓 部 ノ疾 痛 、 苦 悶 、Cyanose,呼 吸

困難 、 嚥 下 困難 、頸 部 ノ皮 下 氣腫 、 等 が ア ルレ。 人 工

氣 胸 ノ時 ニ ハ 割 二緩 慢 二來 リー 時 劇 ンイ症 状 ヲ呈 シ

録 【第12巻

テ モ割 合 二 短 日 ノ中 二症 状 が去 ル事 モ ァ ル。 要 ス ノレ

ニX線 診 察 ヲ行 ヘ バ 直 二診 蜥 が ツ ク モ ノデ ア)レ。

(寺 尾 抄)

油 胸 二用 フル鑛 油 ノ 「オ リ ーヴJ油 二劃 ス ル優 越

性

1.GoldenbergandS.1.Flanchik:TheSuperiority

ofMineralOiloverOliveOilinOleothorax.

Olive油 ハ肋 膜 腔 内 へ 注 入 セ バ流 動para伍nト 同 様

二炎 衝 的 反 慮 ヲ起 フ・モ ノデ ア,レ。 コ ノ反 鷹 ノ・Otive

油 ヲ用 ヰ タ場 合 二最 モ 甚 シ イ。01ive油 ヲ家 兎 ノ肋

】膜腔 二少 時 入 レテ モ炎 衝 ヲ起 ス カ"流動paraMn・ ・長

時 間 ヲ経 過 セ ナ ケ レバ攣 化 が起 ラ ナ イ。 肋 膜 腔 内 ニ

ア ル間 ノ01ive油 殊 二流 動paraMn中 ノ憂 化 ヤ是 等

ノ個 膿 二及 ボス 影 響 ハ更 二研 究 ス ノレ必 要 が ア ル。 著

者 等 ノ實験 ニ ヨ レバ油 胸 療 法 ニ ハOlive油 ヨ リモ流

動paraMnノ 方 ヲ推 奨 ス)レ。 凡 テ人 間 二於 テ 臨 躰 的

ノ観 察 ヲナ ス必 要 が ア リ 實 験 動物 ト人 間 ト ノ肋 膜 ノ

反 慮 間 二 ・・相 違 ア ル事 ヲ注 意 セ 子 バ ナ ラ ヌ。

(寺 尾 抄)

漸 進 的 二消滅 スル 人 コ=竃胸 二於 ケ ル綿 果 油

Cotton・SeedOilinProgressivelyObliterativeArt-

ificialPneumothorax.

將 來 ノ油 胸 二 ・・Gomenol,pureoliveoil,流 動para-

Mnカ'用 ヰ ラ レテ居 タ ガ綿 果 油(Wessonoil)・ ・債 廉

デ 而 モ純 粋 ニ テ 同標 ナi数 果 ガア ルタ メ ニAmerica

デ ハ之 ヲ用 フ ルレニ至 リ 著 者 ハ3例 二就 テ報 告 シテ 居

ル。 油 胸 ノ手 技 ハ次 ノ如 ク デ ア ルレ。

1).患 者 ヲ水 卒 二仰 臥 セ シ メ16Gaugeト18Gauge

ノ針 ヲ第2肋 間 二併 列 シ テ 氣 胸 腔 内 二掘 入 シテ胸 腔

内歴 ヲ測 リ次 デ 雨 針 ヲ外 氣 二開放 シテ オ 久2).水

浴 槽 内 デ 減 菌 綿 果 油 ヲ 禮 温 迄 温 メ50α α ヲLuer

Syringeデ16Guageノ 針 ニ ヨ リ注 入 ス ル。50c.α ノ

油 ヲ注 入 シ テ カ ラ 氣胸 ノ淺 留 内 歴 ヲMan(♪meterデ

測 定 ス ル。 之 ハ 膣 ガ僅 カ ニ陰 歴 デ ナ ク テ ハ ナ ラ ヌ.

油 ヲ16Guageノ 針 カ ラ注 入 シテ 居 ル 間 二1SGuage

カラハ 空 氣 ガ逃 ゲ 出ス様 ニ ス ル、 油 ハ軍 二空 氣 ト置

換 サ レ ル グ ケ ニ ス ルレ。3).18Guageノ 針 ニ ヨ リ

Watermanometerデ 眞 ノ内座 ヲ知 リ」叉ノ・之針 中 二清

ガ ァ ラバ の レト直 二注 入 ヲ 中止 ス,レ 。 斯 クス ル ノハ

油 ヲ入 レタ タメ ニ 陽歴 トナ ルレノ ヲ防 グ意 味 デ ァ ル。

油 ノ終 膣 ヲ測 ル 必 要 ハ ナ イ。 雨 針 ヲ抜 キ去 リ 穿刺 孔

ハ密 二塞 イデ ォ ク.少 シ ノ 油 ハ皮 下 へ逃 ゲル コ トハ
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ア ツ テ モ無 害 デ直 二吸 牧 サ レルレ。4)、 直 後 二透 覗 ヌ ノレ

ト油 ・・apicalcapofairヲ 以 テ其 頂 部 二位 シテ オ ♪レ

ノ ガ見 エ ル。 コ ノCaPofairノ ・藪 日ニ シテ吸 牧 サ レ

ル。 カ 〃 ン テ陰歴 下 デ 油 ヲ淺 シテ オ ク。5)、i欠 ノ油

歴 ヲ試 ミルニ ノ・内裡5-6mm/U字 管 二綿 果 油 ヲ

充 シ〃 ヲ用 フ ルレ。 度 盛 ハWatermanometerト 同

様 デ ア ルレ。 コ ノ油 ノ比 重 ハ0.9ナ ル故 之 二相 當 スJレ

油 歴 ハWater・manometer/ll?;ノ9/10テ ・ア ノレ。 患 者

ガ垂 直 座 位1・ ナ し・バ16Guage針 ハoil・pocketノ 最

下 部 二入 レOleomanometer(汕 デ完 ク充 サ レテ ア ル

モ ノ)ハ 小 「ゴ ム」管 デ針 二連 絡 ン歴 ハU字 管 ノ開 放

シタ脚 ノ ヲ讃 ム。

i著者 ハ3例 共1年 以 上 連 績 ンテ居 ル ガ 共 爲 二局 所 ヌ.

ハ禮 質 上 ノ反 鷹 ガ起 ラナ イ、 決 ン テ 陽堅 マ デ入 レテ

ハ ナ ラ ヌ。 叉 善 通 ノ氣胸 二封 シテ ハ 油 ヲ代 用 物 トシ

テ 注入 ンテ ハ ナ ラ ヌ,叉 横 隔 膜 二 直接 シテ入 レテ ハ

ナ ラ ヌ 必 ズ肋 膜 癒 着 ノ欝 二 出來 タ架 上 二入 レルレコ ト

デ ア]1/。 油 ・・1日 二 〇.05乃 至0。5αG吸 牧 サ レルレ。 牛

永 久 的 虚 脱 二封 シテ ノ ミ油 ヲ用 フベ キ デ2-3年 後

二流 出サ ルレベ キ デ ア ルレ、 何 トナ レバ氣 膿 液盟 固膿 何

レニ シ ロ 異 物 が肋 膜 間 二在 ツテ無 害 デ ア ルレ筈 が ナ イ

カ ラ ダ。(寺 尾 抄)

結 核 ノ治 療 界 二於 ケ ルScaleniotomy.

MeadeC且yne:ScaleniotomyintheTreatmentof

Tuberculosis・52例 ヲヤ ツ タ モ ノ ・報 告 タ"。 コ ノ内

20例 ハphrenicusexairesisヲ 行 jツタ モ ノデ10例 ノ・

輕 快 シ10例 ・・不 攣 ダ。29例 ニ ノ・併 合 療 法 ヲ行 ヒ19

例 ・・輕 快 シタ ガ10例 ノ・不攣 ダ。3例 デ ハScalenio一

tomyノ ミヲ ヤ ツタ。 之 ・・圭 ト シテ肺 尖 部 罹 患、ノタ メ

トAsthomaヲ 合 併 シテ居 タ タ メ デ ア ルレ。 要之 、 横 隔

膜 紳 経 捻 除 ハ肺 尖 部 二病 竈 ア ノレ場 合 ニ ハ夫 ノ ミ デ ノ・

奴 少 イタ メ ニScaleniotomyヲ 併 合 シ テ 行 フベ キデ

之 ヲ行 ッ タ モ ノ ハ 肺 尖 部 ノ,蓮動 不 能 ヲ起 ス コ トガ 出

來 タ。 氣 胸 療 法 ノ患 者 デ肺 尖 部 二病 竈 ガ ア リ 上 葉 ノ

虚 脱 が十 分 デ ナ イ時 二Scaleniotomyヲ 行 フ カ'ヨイ。

多 ク ノ例 デ ノ・Scaleniotomy1・phrenicusexairesis

トノ・paravertebralthoracoplasty二 先 行 ス ベ キデ ア

ル。 何 トナ レ バ 肋 間筋 ノ尾 方 牽 引 ヲ ヨ リ大 ナ ラ ンメ

ルレタ メ ニ ハ第1肋 骨 ノ運 動 ヲ制 止 スルレノ が 必 要 デ ア

アレ。(寺 尾 抄)

虚 脱 療 法 補 助 手 術bシ テ ノScaleniotomy.

LincohrFisher:ScaleniotomyasanAdjunctto

CollapseTherapy.

Scaleniotomy・ ・虚 脆 療 法 ノ補 助 予術1・ シテ ア ル場 合

≧ ・・phrenicectomy1・ 共 二行 ツ テ ミルレ債 値 ガ ア ル
。

共 敷 果 ハ 眞 ノ歴 迫 療 法 ヨ リモ ヨ リ有 数 ノ事 ガ ア ル。

帥之 ヲ行 フ時 ・・比 較 的 短 期 間 内 二著 シ キ輕 快 ヲ示 ス

コ トガ アノレ.

31例 ノ経 験 中 肺 二空洞 が ア ル ノ ガ閉 鎮 サ レ叉 ハ 短期

間 二其 大 イサ ヲ著 シ ク縮 小 ス ルレコ トが ア ノレ。 叉 肋膜

下 ニ ア)レ 空 洞 ガ決 定 的 二扁 卒 トナ ツ タ ノが ア ル。 多

ク ノ例 デ ハ症 候 ガ直 二緩 解 ス ルレ。 即 咳 漱 、 喀 疾 ノ減

少 、 叉 習 慣 性 ノ血 疾 ヤ禮 温 上 昇 が急 速 二正 常 二 復 ス

ル。 手 技 ・・phrenicectomyノ 夫 ト略 く同様 デ ア ツ テ

雨 法 ヲ併 合 シテ行 ヘ バ頗,レ 良 好 ナ数 果 ヲ墾 ゲ得 ル。

(寺 尾抄)

ZeitschriftfarTuberkulose.Bd.63.H.6,1932.

結 核 疾 患 二劃 ス ル無 監 食 餌 ノ影 響 。(實 験 例)

Adolf.Hermannsdorfer:WirkungenKochsalzfreier

ErntihrungauftuberkuloseErkrankungen.

皮 膚結 核10例 。 骨 結 核2例.肺 結 核1例 。 計12例

ノ結 核 疾 患 二i封ス ノレ無 盤 食 餌 療 法 ノ影 響 二就 キ テ 各

例 共 其 ノ病 歴 及 窮 眞及 圖 解 ヲ以 テ 設 明 セノレ實 験 報 告

デ ア ル、 然 シ テ何 レ モ 比 較 的短 期 間 二膿 重 増 加 虹 ビ

ニ治 癒 機 輔 ヲ示 シテ ヰ ノレ、 帥 チ各 例 ノ 診 噺 治療 期 間

蛇 ビニ盟 重 増 加 ヲ略 記 ス レ・ミi欠ノ如 シ。も
1・14Lj舎Diag:Lupsvulgarisexfoliativuset

CrustosusderlinkenHals・undWangengegend .

SkrofulodermderrechtenHalsseite.Dauerder

Kur(D.K.)5Monate(M)Gewichtszunahme(G .Z.)

von9.7Kg.

2.16Lj♂Diag:LupusvulgarisderNaseund

beiderWangen.DK .31/2M.G.Z.5.9Kg .

3.16Lj♂Diag:LupusexulceransderNase
ツ

OberlipPeundderlinkenAugenlider .DK.13

M.G.Z.21.5Kg.

4.55Lj♀Diag:Lupusexulceranscrustosuset

squamosusdesGesichtes・D・K・3M.G .Z.2Kg.

5・45Lj-♀-Diag:Lupusvulgarisverrucosusder

NaseundWangen.D.K .41/2M.Keine

Gewichtszunahme .
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6.27Lj♀Diag:LupusvulgarisdesGesichtes.

KarcinomderUnterlipPe.D.K.4M.G.Z.12.4

Kg.

7.13Lj♂Diag:LupusulcerosusderNaseund

OberlipPe.D.K.11M.G.Z.19Kg.

8.52Lj-si!-Diag:Lupusvulgarismutilansdes

GesichtesD.K.4i/2M.G.Z.12.3Kg.

9.27Lj♂Diag:Lupus、 ・ulgarisexulceransder

rechtenOberschlUsselbeingegend.D.K.5Woch-

en.G.Z.2Kg.

10.45Lj♀Diag:SkrofulodermderlinkenGesi-

chts・undHalshaut.Knochen・Weichteiltuberkulose

derlinkenHand,deslinkenUnterarmsunddes

rechtenUnterschenkels.D.K.14112M.G.Z.21

Kg.

11.33Lj♂Diag:Knochen・Weichteiltuberkulose

inderGegenddesrechten5uBerenFuBkn6chels.

D.K。12i/2M.GZ.11i/2Kg.・

12.36Lj♂Diag:Eusudativ-produktiveTuberku・

losebeidenLungen,besondersderlinkenLunge.

D.K.7M.G.Z.12Kg.(相 澤 抄)

肺 結 核 ノThanatophthisin療 法

Omizzolo,F.Bruno:Beitr五gezurBehandlungder

LungentuberkulosemitThanatophthisin.

結 核 血 清Thanataphthisin(Freiburg會 示土製)二 依 ノレ

肺 結 核 治 療 二就 テ ・・既 二Fecht,K6nigsfeld,Hager

及 ビBehrendt氏 等 二 依 ツ テ 詳 細 二 報 告 セ ラ レ タ リ。

而 ン テ 著 者 ・・Vittorio「 サ ナ1・ リ ウ ム,一 入 所 中 ノ

43例 ノ患 者 二 就 キ 之 レ ヲ使 用 實 験 セ リ。

治 療 法 ハ 初 メ0.1cc・ 上 搏 皮 下 注 射 ヲ行 ヒ 同 量 ヅ ・之

レ ヲ3-4回 繰 返 ヘ シ漸 次 塘 量 シ ツ ・後 二 最 高0.3

c.c.迄施 行 セ リ。 肺 結 核 ノ場 合 二 ・・、K6nigsfeld氏 ノ

壇 量 法 二從 ツ タ 。 而 ジ テ 注 射 ハ 屡 ζ弧 反 鷹 ヲ 呈 セ ル

タ メ ニ 場 合 二 依 リ8--15日 ノ 中 絶 ヲ 置 〃 力 堀「1止セ ズ

ニ施 行 セ リ。 一 般 二 治 療 ・・1Kurノ ミ ニ ト ・ メ 同 倣

モ15回 以 上 ・・中 止 セ リ 或 ハ 患 者 自 均 ヨ リ中 止 ヲ 申

出 タ ノレモ ノ モ ア リ。 而 ジ テ 何 レ モ 入 所 中 ノ 患 者 ノ ミ

ニ施 行 ン外 來 患 者 ニ ハ 使 用 セ ザ リ キ 。 而 シ テ 實 験 二

供 セ ル 患 者 ハ 総 、ベ テ 治 療 前 精 細 ナ ルレ臨 抹 槍 査 及 ビ 「レ

ソ ト ゲ ン 」 検 査 ヲ 行 ヒ、 治 療 中 喀 疾 菌 陰 性 者 ハ 集 菌

法 及 培 養 法 ヲ繰 返 ヘ シ検 査 ン絡 了 後 ニ モ 夫 々精 細 ナ

ル 診 査 ヲ行 ピ タ リ。 伺 ホ 本 治 療 中 ・・止 ム ヲ 得 ザ ルレ場

A

録 【第12巻

合 他 ノ2-3ノ 藥 物 ヲ使 用 セ ル 以 外 一 切 他 ノ治療 法

ヲ併 用 セ ザ リキ。 即 チ 本 剤 使 用 患 者 ヲTurban-Ger-

hardt氏 二依 ノレ分 類 二從 ヘ バ第1期5例 。 第2期11

例 。 第3期27例 ニ シ テ此 ノ 中8例 ハ熱 性 、15例 ハ

微 熱 、20例 ハZF熱 患 者 ニ ンテ細 菌 的 ニハ 、喀 疾 中菌 陽

性25例 陰 性17例 ニ ンテ治 療 結 果 到 定 ノ爲 メ ニ ハ

臨 肱 状 ノ攣i化 、 「レ ン トゲ ン」 像 ノ他 二盟 温 、 咳漱 、

喀嵐 禮 重 ノ攣 化 ヲ顧 慮 セ リ、 然 シテ共 ノ 結 果 ハ総

治療 籔43例 中 良経 過 ヲ ト リタル モ ノ21例(51・2%)

内2名 ハ臨 沐 的 治癒 退 院 。 停 止 状 態 ノ モ ノ8例(19・5

ヌの 。 悪 化 セ ル モ ノ4例(9・8%)。 縫 績 不 可能 トナ リ

タ ルレモ ノ8例(19.5%)。 ニ シテ爾2例 ハ治 療 開 始 後

間 モ ナ ク退 院 セ リ。 然 ン テ 良 果 ヲ得 タ ル モ ノ ・中 第

3期 ノモ ノ11名 、 第2期 ノ者7例 ニ シテ後 者 ノ 中尚

2名 ノ・臨 抹 的 二全 ク治 癒 セ ルレモ ノナ リ。サ レ ドモ著 者

ノ経 験 二依 レ バ 結 核 ノ血 清 治 療 敷 果 ノ・全 ク良 イ モ ノ

トハ思 ハ レナ イ就 中先 二報 告 セ ラ レ タル 多 激 ノ 實験

者 ノ成 績:ト 比較 シテ著 者 ハ左 程 ノ治 癒 敷 果 ヲ得 ル コ

トが出來 ナ カツ タ バ カ リデ ナ ク之 レ が 無 害 デ ア ノレカ

ヲ疑 フ}・云 ツ テ ヰ ル、 帥 チ2例 ノ治 癒 セ ルモ ノ モ比

較 的 輕症 ニ シテ治 療 前 ヨ リ既 二治 癒傾 向 ノ ア ツ タ モ

ノデ アノレ。(相 澤 抄)

家 兎 二於 ケ ルBCG菌 ノ審 力 増 強 例 。

Tiedemann,H.J..ObereinenFallvonVirulenzs.

teigerungdesBCGim'Kaninchen.

家 兎 ノ角 膜 二BCG菌 ヲ接 種 セ シメ生 ジタ ルレ潰 瘍 形

成 ヨ リ菌 ヲ分 離 シテ 他 ノiモ ル モ ッ ト」及 ビ兎 二感 染

セ ンメタ,レ モ憂 化 ヲ起 サ ザ リ キ、然 シテ 夫 レヨ リ以

後 約4ケ 月 ニ シテ該 角膜 潰 瘍 ノ表 面 ハ閉 鎮 シ 次 デ約

8ケ 月 後 二前 ノ 角 膜 接 種 家 兎 が死 亡 セ ル ヲ以 テ 之v

ヲ剖 槍 セ ルレニ肺及 ビ腎 二相 當 ノ病 攣 ヲ見 タ リ。 然 ン

テ初期 攣 化群 ノ形 成 ハ未 ダ不 明 ナ リ シモ 飼 育 中他 ノ

重 感 染 二留 意 ン タ ル コ ト ト 該 眼 部 二團 ス ルレ耳 前 淋 巴

腺 ノ腫 脹 セ ノレヨ リ 考 へ此 ノ角 膜 部位 ノ攣 化 ヲ原 號 竈

ト考 へ 得 ベ シ。 然 シテ 此 ノ際再 ビ 該 角 膜 潰瘍 深 部 層

ヨ リ分 離 セノレモ ノ ト前 二分 離 培 養 シ タ ル モ ノ ト ヲ 以

テ、 各 々 「モルレモ ッ ト」及 ビ家 兎 二i封 ジ毒 力 試 験 ヲ行

ヒ タ ノレニ、 前 二培養 セ ルモ ノ ・・今 同 モ同 ジ ク 攣 化 ヲ

起 サ ザ リ シ ニ、 最 後 ノ潰 瘍 ヨ リセ ルレモ ノハ 進 行'1生全

身結 核 ノ病 状 ヲ呈 シテ何 レモ 死 亡 セ リ 帥 チ此 ノ間 家

兎 ノ禮 内 二於 テBCG菌 ノ毒 力 増 張 セ ルレ ヲ認 メ得 ベ

ン ト報 告 セ リ。(相 澤 抄)
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本 誌 第2號 二掲 載 セ ラ レ タ ル 「帯 國保 瞼 局 ノ決

定 二關 ス ル批 刹 」ナ ル論 交 二封 シ テ

Seiffert,Ernst:ZudemAufsatz:,,KritischeBel。

enchtun`einerEntscheidungdesReichsversicheru-

ngsamtes"inHeft2dieserZeitschrift.

本誌 第2號 二掲 載 セ ラ レタ ルGene'e氏 ノ上 記 論 文 二

i封ス ル論 駁 文 ニ ジテ卯 チ該 論 文 中Gene'e氏 ・・結 核

感 染 状 態 ノ決 定 ヲ論 ジ 其 ノ病 状 號現 期 ノ決 定 ヲ當該

患 者 が 自 ラ愈 ζ仕 事 ガ出 來 ナ ク ナ ツ タ 時 トスノレト云

フ事 二封 シテ・・何 人 モ之 レ ニ 賛 意 ヲ表 ス ノレモ ノナ,レ

モGene'e氏 ・・其 ノ他 特 別 ノ場 合 二於 ケ ル 決 定法 力"

不 充 分 ナ,レ黙 ナ シ ト セ ズ。 ト述 べ此 虞 二於 テ著 者 ハ

「ツベ,レク リ ン」反 磨 、 或 ハ 「チ ブ ス 」罹 患 者 ト 「ウ ィ

ダ ー ノレ」反 鷹 ノ關 係 等 ヲ引例 ン、1例 ヲ墾 ゲ テ之 レニ

封 ス ル意 見 ヲ述 べ爾 研 究 ノ除 地 ア リ ト論 ジテ ヰ ノレ。

(相 澤 抄)

結 核 專 門 外 雑 誌

學齢見童 ノ結核二就テ

佐藤三千三郎、木村圭一(東 北磐學 雑 誌、第

15巻 第5珊)

著者・・幼稚園兇43名 、小學見童235名 二Pirquet

氏 反磨ヲ施行 シ同時二R6ntgen爲 眞撮影ヲ行ヒ、更

ニー般状態ヲ臨休的二検査 シテ學齢見童二於テ結核

が如何ナル率二存在 ン如何ナル病型 ヲ示 シ且 如何ナ

ノレ経過進展 ヲ辿ルカ ヲ観察シテ次ノ如 〃獲表セラ

)レo

(1)Pirquet氏 反 懸 陽性 卒 ノ・26.9%一 ンテ大 禮 年

齢 ト共 二増 加 シ男 見 ハ女 見 ヨ リモ高 率 ヲ示 ス.

(2)Pirquet氏 反 旛 陽 性 者 ト陰 性 者 トノ登 育 状 態 ヲ

比 較 ス ル ニー 般 二男 見 二於 テ ハ 寧 ロ陽 性 者 ノ方 陰 性

者 ヨ リ良好 ニ シテ女 見 ニア リテ ハ之 レニ反 シ 陰 性 者

ノ方 良 好 ナ リ。

(3)學 童 二於 テ ハ結 核 感 染 ノ有 無 ハ ソ ノ 榮養 二殆 ン

ド影 響 ヲ及 ボ サ ズ。

(4)學 童 二於 ケ ルレ胸 廓 異 常 ハ結 核 感 染 ノ有 無 二關 係

ナ シ。

(5)上 胸部 皮 下静 脈 ノ怒 張 ノ・Pirquet氏 反 磨i陽性 者

及 ビ陰 性 者 中 ヨ リ略 く同率 二 見 出 ス、 伍 ツ テ 上 胸部

皮 下 静 脈 怒 張 ・・結 核 二關 係 ナ ン然 ンR611tgen爲 眞 所

見 トノ封 照 ノ結 果 肺 門 部 ノ攣 化 二澗 係 ヲ有 ス ル モ ノ

ノ如 シ。

(6)頸 部 淋 巴 腺 腫 脹 ・・學 齢 見 童 二於 テ ハ80%前 後 二

存 在 シ結 核 二關 係 ナ キ が如 シ。

(7)R6ntgen寓 眞=瞼査 二俵 レバ何 等 異 状 ナ キ モ ノ ・・

Pirquet氏 反 慮 陽性 者 中24%陰 性 者 中6S%ナ リ。

(8)初 期 墜 化 群 ノ滲 出性 ナ)lzモ ノ・・Pirquet氏 反 慮

陽 性 者 中8%陰 性 者 中0.9%、 石灰 化 セ ル モ ノ ハ

Pirquet氏 反 旛 陽性 者 中41.3%陰 性 者 中2.9%ニ シ

テ低 學 年 二比 較 的 多 ク、 凡 テ治 療 的 傾 向 ヲ示 ス。

(9)初 感 染 病 竈 ・・右 肺 ノ・左 肺 ヨ1,多 ク其 ノ比 ハ3:1

ニ シテ右 下 肺 野 最 多 ニ シ テ 右 中 肺 野 、右 上 肺 野 、 左

上 中肺 野 ノ順 トナ ルレ。 。

(10)初 感 染病 竈 ノ大 サ バ石 灰 化 セ ルレ 陳 奮 ナ ル モ ノハ

米 粒 大 最 多 ニ ン テ35.3%次 イ デ小 豆 大 、 粟 粒 大 、 大

豆 大栂 指 頭 大 ノ順 ニ ンテ新 鮮 ナ ルレモ ノ ニ 於 テ ハ鳩 卵

大 栂 指 頭 大 鶏 卵 大 ノ順 二 多 ン。

(11)初 感 染 病 竈 ノ数 ノ・1個 ノ モ ノ82易 、2個 ノモ ノ

10,3%、3個 ノモ ノ2.6%4個 ノ モ ノ5.1%ナ リ。

(12)肺 門 部 淋 巴 腺 腫 脹 ・・却 ツ テPirquet氏 反庶 陰 性

者 中 二多 キ ヲ認 メ タ、 而 シテPirquet氏 反 鷹 陽 性 者

ノ肺 門 腺 ハ 石 灰 化傾 向 一 般 二強 キ ヲ認 ム。

(13)血 行 性 撒 布 ・・9.3%ニ ア リ皆Pirquet氏 反磨 陽

性 者 ナ リ。

(14)肋 膜 炎 ・・Pirquet氏 反 慮 陽性 者 中20%、 陰1生

者 中2.996二 見 タ リ10歳 前 後 二 多 ク経 過 ハ 比較 的速

ナ リ。

(15ン肪 尖 輔 移 竈 ・・Pirquet氏 反 慮 陽性 者 ノ ミ見8%

ナ リ。

(16)肺 門 腺 腫 脹 、 肺 門 陰 影 培大 、氣 管 枝 周園 炎 等 ノ像

ハ 直 チ ニ結 核 性 ナ リヤ 否 ヤ定 メ難 シ。(奥 村 抄)

肺 結 核 患者 ノ血 液 像 二就 テ

大 關 幸 一 、栗 谷 川 泰助(東 北 盤 學 雑 誌 、 第10

巻 、 第5珊)

著 者 ハ健 康 者29例 二就 テ槍 血 シ健 康 人 血 液 像/生 理

的 範 園 内 ノ標 準 数 ヲ定 メ之 ヲ封 照 トシ テ 熊 谷 内科 肺

結 核 入 院 患K-167例 二就 キ:1)47同 二亙 リ検 血 ヲ行

ヒ、 本 症 ノ各 病 型 病 期 二於 ケ ルレ血 液所 見 及 ビ各 症 候

群 ノ消 長 蛇 二合 併 症 等 ニ ヨ リ由 來 セ ノレ、叉 女 子 ニ ア

リテ ハ 月経 期 二 於 ケ,レ 血 液像 ヨ リ更 二人 工 氣 胸療

法 、 食 事 療 法 及 ビ理 學 的 療 法 等 ニ ヨ リ 蒙'レ影 響 二就

テ研 究 シ次 ノ如 キ成 績 ヲ獲表 セ ラ,レ。
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(1)肺 結 咳患者ノ血液像 ヲ病型 ニ ヨ リ匠分 シ観察

ス 。

(イ)早 期浸潤 二於ケノレ血液像.合 併症 ヲ鉄如セノレ13

例 二就テ観察スレバ 赤血球数及 ビ白像球数ハ大多藪

二於テ正常値 ヲ示スモ屡 ζ血色素量 ノ減少及ビ 中性

多核白血球ハ培加 ノ傾向ヲ示 ス 可成著明ナル中性多

核白血球核左方移動 ヲ見アレハ注目二値 ヌ。他種白血

球ハ正常値 ヲ示ス。

(口)晩 期 剋肺結核二於ケ,レ血液像。23例 二就テ観察

ス。滲出性型及ビ壇殖性滲出性型二於 テ ハー般二輕

度 ノ白血球培多ヲ 來 シ、中性多核白血球 ノ増加且ツ

核左方移動著 シク、反之淋巴球及 ビ「エオジン」嗜好

細胞 ノ中等度減少 ヲ呈 ス.増 殖性型ヨリ硬化性型二

移行スルレニ從 ヒ白血球ノ減少ヲ招來シ、中性多核白

血球 ハ漸減 シテ正常値二接近 シ、核左方移動 モ輕 度

トナルレ。淋巴球及 ビ「エオジン」嗜好細胞ハ漸次培加

スノレヲ認ム。空洞形成型二於テ ハ 白血球ハ増加ス、

殊 二 中性多核白血球増加著シク且ツ核左方移動著明

ニシテ淋巴球 ノ減少及 ビ 「エナジン」嗜好細胞 ノ減少

叉ハ消失 ヲ見 ルレ。赤血球数ハ各型 ヲ通ジ大多倣正常

値ヲ示セ ドモ血色素鼠ハ著明二減少ス。

(2)肺 結核患者 ノ血液像 ヲ臨躰的経過ニヨ リ匠分 シ

葛擦 ス。

(イ)停 止期蛇二治療傾向患者ノ血液像13例 二就テ観

察スレバ赤血球数ハ大多数二於テ正常値 ヲ示セ ドモ

血色素量・・減 少 ス、白血球籔モ正常値ヲ示スモノ多

シ、然 シ中性多核白血球 ノ培加且 ツ精 く強度 ノ核左

方移動ヲ示ス、他種白血球ハ正常値 ヲ示ス。

(口)重 症進行期患者血液像、7例 二就 テ 観察ス。赤

血球敷及ビ血色素量共二著 シク減 少 ス。白血球数弧

度 ノ増多 ヲ 呈 シ中性多核白血球著 シク増加 シ且ツ著

明ナ核左方移動 ヲ認ム。淋巴球ハ次第二減 少 シ 「エ

オジン」嗜好細胞モ減少叉 ハ清失ス。

(三)有 熱時肺結核患者血液像。病勢著 ンク 進行性 ヲ

示サ つレ7例 二就 テ槻察ス。赤血球数ハ正常値、血

色素1、1:ハ減 少ヲ認 ム。白血球数 ・・正常値、中性多核

白血球 ハ著明ナル培多且ツ高度ノ核左方移動ヲ 示 ス

モノ多シ。淋巴球数 「エオジン」嗜好細胞 ノ減少 ヲ來

スモノヲ見ル。

(4)肺 結 核患番喀血時二於ケ ル血液像。7例 二就テ

観察ス。

喀血二訓,漸 次貧血症状塘進スル時 ハ 赤血球数及 ビ
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血色素量ハ著明ナ ルレ減少ヲ招來シ、白血球ハ増加 ン

且 ツ中性多核 白血球屠加同時二淋巴球 ノ減 少 ヲ示

ス 。

(5)結 核性漿液膜炎、腸結核及ビ咽喉頭結核 ヲ合併

セル肺結核患者血液像、14例 二就 テ観察ス。赤血球

撒ハ著明ナル攣化ナ ン反之血色素量ハ著明ナ)レ減少

ヲ示 ス。白血球数バー般二培加著明且中性多核白血

球 ノ増加核左方移動著明 ナ リ。淋巴球蛇 二 「エオジ

ン」嗜好細胞ハ減少ヌ。氣胸性肋膜炎ニテ ハ 血液像

ノ攣貨著明ナラズ。

(6)肺 結核患者刀経期二於ケ)L・血液像、6例 二就 テ

親察セルモー定ノ規矩ヲ求ムルコ ト不可能ナ レ ド健

康女子 ノソレニ比 シ動揺著 シ。

(7)人 工氣胸ノ影響 ニヨル血液像 ノ攣化。10例 二就

イテ観察スレバ直接影響 トシテ 赤血球及ビ血色素 ノ

減少、白血球 ノ 中等度 ノ増加ヲ認 メ、中性多核白血

球 ハ増加且ツ核左方移動ヲ示 ス。淋巴球 ハ減少ス。

是等ノ攣化ハ氣胸後24時 間ニシテー般二氣胸前 ノ血

液像二復ス。間接影響 トシテ ・・経過良好ナルモノニ

於テハ赤血球及 ビ血色素量ハ増加シ白血球藪 ハ 正常

値、淋巴球及 「エオジン」嗜好細胞 ハ増加ス、中性多

核白血球 ハ漸減シ核左方移動ア,レモノハ 次第二右方

二移動ス。

(8)脂 肪食二因)lz肺 結核患者ノ血液像推移。5例 二

就 キ牛歳 二亙 リ観察ス、・一般 二赤血球及 ビ血色素量

ハ輕度 ノ増加シ、白血球数ニハ著攣 ナ ン、中性多核

白血球 ハ噺減 ン核左方移動ハ右方二移動 シ淋巴球及

ビ「エオジン」嗜好細胞ハ増加ヲ認ム。

(9)横 隔膜紳経捻除術後二於ケ ルレ肺結核患者ノ血液

像、経過良好ナルモノ ニ於テハ赤血球及 ピ血色素量

ノ増加、白血球 ノ減少、中性多核白血球 ノ減少且ツ

核右方移動及淋巴球 ノ著明ナ ルレ増加 ヲ示シ、経過不

良ナルモノニテハ之 レニ反ス。

(10)紫 外線及ビ 「レソトゲン」線照射 ノ影響 ニヨル肺

結核患者 ト血液像、著明ナル攣化ヲ認メ ズ 然 シ乍 ラ

紫外線照射直後二於 テ 赤血球/血 色素量及淋巴球 ノ

培加ヲ認ム。

腸「チフス」血液像知見補邊。特 ニソ ノ総計ヨリ

見タル臨躰的債値二就テ

城谷文四郎(日本傳染病學會雑誌、第7巻 、第

9號)

著 者ハ腸「チフス」患者118例 二就キ観察シ本編二於
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テ ハ其 ノ白血 球 像 ノ臨 沐 的 偵値 特 二豫 後 ト ノ 關 係 二

就 テ其 ノ成 績 ヲ詳 細 二登 表 セ ラル。

(1)白 血 球 藪 二就 テ

(イ)腸 「チ フス 」二於 テ ・・疾 病 ノ経 過 ト共 二減 少 シ、

平 均26乃 至30病 日(熱 型 ヨ リ見 レバ下 降 期 、 弛 張

期 頃)二 最 低 二達 ジ、 以 後 恢 復墳 加 ン無 熱 退 院 期(無

熱 後7卜均約2週 間)ニ ハ略 く正常 数 二達 ス。 重 症 者 二

於 テハ ー般 全経 過 ヲ通 ジ テ輕 症 者二比 シ減 少 強 ン。

(ロ)疾 病 初期 ノ白血 球 倣 ハ第7乃 至10病 日前 後 迄 ハ

普 通1'OOO以 内 ニ テ正 常 値 二近 ク 直 チ ニ減 少 症 ヲ起

ヌ モ ノ トモ思 ハ レズ亦 左 迄 著 明 ナ,レ 増 多 症 ヲ來 ス モ

ノ トモ思 ハ レズ。

(ハ)腸 出血 ノ際 必 ズ シ モ白血 球 屠 多症 著 明 ナ ラ ズ。

唯 一 般 的 ニ ハ 出血 後 増 加 ヲ來 ス傾 向 ア リ 殊 二病 日早

キ モ ノニ比 較 的培 多 症 ヲ認 メ ノレ程 度 ナ リ。

(二)肺 炎 、 膿 瘍 、 耳 下 腺 炎 、 膿 嚢 炎、 腹 膜 炎 、肋 軟

骨 炎 及 其 ノ他 ノ合 併 症 ノ際 モー 般 二=喀 多 症 ヲ起 ス コ

ト少 シ。

(ホ)白 血 球 数 減 少 症 ハ漸 次 培 強 シ來 ノレ カ・、 或 ハ甚 ダ

強 キ ハ重 篤 感 染 ヲ 意 味 ス ァレコ1・多 キ モ生 命 二i封ス ルレ

豫 後 トハ必 ズ シモー 致 セ ズ。

(二)「 エ オ ジ ン」嗜 好 白血 球 二就 テ

(イ)本 細 胞 バー 般 二疾 病 ノ2-3病 日以 共 二消 失 ス

ルレモ ノ ・如 シ。 出現 二當 リテ ハ 輕症 蕎ハ重 症 者 二 比

ンテ人 員及 量 等 ハ遙 カニ 多 シ.消 失 後 出 現 ン來 ル ハ

多 ク ・・下 降 熱 期 、 次 デ弛 張 期 ナ ルレ モ 寄 生 贔 卵 保有 者

ニ テ・・有 熱 極期 ニ モ 出現 セ ルレモ ノア リ。

(ホ)後 傳 染 性 壇 多 症 ハ必 號 ノモ ノニ非 ズ。

(ハ)腸 「'チフス 」経 過 中 モ寄 生 轟 ノ影 響 ヲ蒙 ル モ ノ ニ

シテ、 寄 生 轟 陽性 者 ハ 陰 性 者 二比 シテ ソ ノ出現 病 日

早 ク量 遙 カ ニ多 シ。

(二)其 ノ他 狸 紅熱 、皮 膚疾 患 、喘 息 等 「エ オ ジ ン」・細 胞

壇 多 ヲ來 ス ガ如 キ合 併 症 有 ル 場 合 モ 早期 二 出現 ス。

(ホ)上 二述 ベ シ本 細 胞培 多症 ヲ來 ス合 併症 ヲ 考 慮 セ

バ診 噺 ノー助 トモ ナ ル。

(へ)本 細 胞 が一 目.出現 ス レ・ミソ ノ 後 再 獲 再 燃 及 合 併

症 ヲ起 サ"ル 限 リ総 テ豫 後 佳 良 ナ リ。

(3)嘘 基 性嗜 好 白 血 球 二就 イ テ

(イ)本 細 胞 ・・一般 二疾 病 初 期 二清 失 シ 恢 復 期 二 出現

ス ルレ外 「エ オ ジ ン」嗜好 細 胞 二似 タル モ 「エ オ ジ ン」嗜

好 細 胞 二比 ン清 失 ハ梢穴 遅 ク 出現 ハ 却 テ早 ン。

(口)疾 病 ノ経 過 ト共 二 漸 次 壇 加 シ全 治 退 院 期 以 前 二
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於 テ最高(輕 度ノ塘多症)二 達 シ以後・・正常値 二復

ス。寄生贔卵保有者二於テハ恢 復期二増多症 ヲ呈ス。

(ハ)本 細胞モ疾病極期ニハ大部分消失スルヲ 以 テ相

當ノ診噺的債値アリ。

(二)疾 病 ノ縄過中二本細胞出現 シ來ルレ・・一般二豫後

良好ナノレヲ意味ス。「エオジンJ細 胞二比 ジ稽1確 實

性二乏 シキモ先騙 シテ出現スルレヲ以 テ 早期 ノ豫後列

定二利用 シ得。

(4)中 性嗜存多核白血球二就テ

(・イ)本細胞ハ疾病 ノ7-10病 日前後迄漸次増加 シ次

デ経過 ト共二次第二減少 シ、正常値以下 トナ ノジ。本

細胞ノ恢復・・極メテ緩徐 ナ リ。重症二於テハ疾病初

期二・・増多症強ク最低期 ニハ却テ少 シ。

(口)腸 出血 ノ際ハ大部分二於テ、再獲再燃 ニテ ハ全

部二於テ増加 シ來;レ。

(ハ)本 細胞が経過 ト共 二漸次二墳 加、或ハ病日二比

シテ多徽ナルハー般 二重篤 ヲ意味ヌ。

(二)キ ブソン氏抵抗線 ノ(十)ノ 度数ガ漸次 二上昇ス

ルレモ ノ、度鍛高キモノ、経過 ト共二下降スルコ ト少

キモノハ大膿 二於テ豫後不良乃至重篤ナリ。

(ホ)本 細胞 ノ核移動ヲ見ルニ獲病 ト共 二 比較的速カ

ニ左方移動起 ・・1週 間前後二於テ最高 二達シ以後経

過 ト共二次第ニソノ強度ヲ減ズ。

本疾病二特有ナ'レ・・甚 ダ多厳 ノ桿状核白血球 ガ出現

スルコトデアル。而シテ核左方移動バー般 二中性嗜

存細胞増多症 二稽 く先躯 シテ壇 強 シ、減少症 ヲ呈 ン

來ル際 モ先行シテ核右方二移動シ來ル傾向アリ。

(へ)大 多数例 二於 テ骨髄乃至骨異型骨髄細胞 ノ出現

ヲ認ム。

(1・)腸出血 ノ再陵再熱二際シテハ核左力移動起ル。

(チ)本 疾患二於テ核左方移動強キハ 豫後不良乃至重

症ナ リ。

(リ)本 疾病 二於ヶアレ中性白血球 ノ原形質 ノ染 リ方ハ

健康者ノソレニ比 シ汚稜 ナリ。

(ヌ)爾 著者ノ・健康人血液二就 イ テ小實験 ヲ行ツタ即

チ ゴチトラー ト」血液(生 理的食盤水二絢撚酸曹達 ヲ

2%二 溶解シ此ノ0・ろ蝿二血液1蛯 ヲ加へ混和 シタ

,レモノ)ヲ 室温二放置セバ時日ト共 一次第二核左方

移動ヲ起 シ來 リ、水浴等ニテ温ムレバ稽 く速 カニ核

・・右方移動ヲ起 シ「チフ7・)菌 ヲ加ヘテ温ムレバ更二

速 カニ右方二不多動シタミル ト.

(5)淋 巴球 二就 イテ
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(イ)本 細 胞 ハ 本 疾 病 二於 テ ハ 初 期 ニ ノ、減 少 シ恢 復 期

二 増 加 ス。

(ロ)所 謂N・L指 鍛(中 性嗜 好 白血 球 ト淋 巴 球 ノ相 封

数 ノ比)が 大 或 ハ経 過 ト共 二 た トナ ル ハ 豫 後 不 良 ハ

重 症 者 ナ リ。

(6)輩 核 球 二就 テ

本 細 胞 ノ清 長 ハ淋 巴球 ノ ソ レ ニ似 タ ルガ 如 シ、 臨 脈

的 債 値 ハ認 メ難 ン。

(7)病 的 白血 球 二就 テ

病 的 細 胞 トシテ 出現 ス ルレハ刺 戟 型 「プ ラス マ 」細 胞 等

ナ ノレ が 一般 二疾 病 ノ極 期 弛 張 期 殊 二重 篤 者 二多 敷 ナ

リ豫 後 トノー 定 ノ關 係 ハ認 メ得 フご。(奥 村 抄)

横 隔 膜 神 脛 撚 除 術 二就 テ(第2回 報 勘

手 衝 々 式 並 二沸 経 鰹 過 二就 キ テ、川 名 正 義(千

葉 盤學」會 雑 言志第11谷 第7巻)。

72臨 林 例 ノ 轍告 ニ テ主 ト シテ術 式 及 ビ頭 部 二於 ケ ル

横 紳 経 過 ヲ述 ブ、 横 切 開 ヲ以 テ 前 斜角 筋 二達 ス。 横

紳 本 幹 が該 筋 上 ヲ正 常 位 二上 外 方 ヨ リ 内 下 方 二向 ツ

テ走 降 ス ル モ ノ・・全 例 中2/3二 於 テ認 メ ラ'レ、稀 二 内

方 或 ・・外 方 二輔 位 ス ルレモ ノ ア リ。 横 紳 ノ正 常 位 二獲

見 セ ラ レザ ルレ 場 合 ハ内 方 ハ上 行 頸 動 脈 、 外 方 ・・上 腰

紳 経 叢 下 方 ハ淺 頸 動 脈 二至 ル マ デ 注 意 深 ク捜 ス コ ト

き ヨ リテ毎 常 見 出 シ得 ル。

本 幹 ノ起 始 ・・大 部 分CIV.ニ テ時 二CIII.CV.ニ モ

同 時 二起 始 ヲ有 ス ル モ ノ ア リ、 二∫術 野 二現 ハノレ ・横

紳 ノ太 サ ・・成 人 二於 デ通 常1.5mm.一 テ副 枝 モ稀 二

同 ジ太 サ ヲ有 ス ル コ ト ア リ、 副 根 ト シテ横 紳 主 幹 二

合 流 ス ルレモ ノ ハ 交 感 紳 経 副 根 及 ビ頸 椎 紳 経 副 根 ニ テ

前 者 ハ本 幹 内側 二細 キ紳 経 枝 トシテ 現 ハ レ 其 ノ頻 度

54%、 後 者・・CV.ヨ リ出 ル モ ノ最 モ多 ク次 デ鎮 骨 下

祠1経 ヨ リ合 流 ス ノレモ ノ トノ2種 ア リテ其 ノ頻 度 ノ・70

-SO%ナ リ、 是 等 副 根 ノ合 流 ハ大 部 分 頸 椎 赫 経 起 始

部 附 近 ヨ リ5-9cm.干 均7.3cm・ 走降 シ タ ル部 分

二 於 テ行 ハ ル、 本 幹 ガ 内側 二輔 位 ス ル 時 ノ・殆 ン ド常

二副 根 存 在 シ 外 側 二輔 位 ス ル時 ・・認 メ ザ ル コ ト多 ク

叉 正 常 位 ニ ア ルレ場 合 ハ副 根 ノ存 在 ノ頻 度 ・・70-80%

ナ リ、.ll(.、本 幹 ノ太 キ場 合 ノ・副 根 ノ存 ス ル コ ト 少 ナ
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ク、 細 キ場 合 ニハ 多 シ。 捻 除 中帥 縄 ノ離 噺 ス ルレハ 多

ク ハ此 副 枝 ノ合 流 黒占帥 チ5-9cm.ノ 塵 デ行 ハ ル、故

二憩 維 捻 除10cm.以 上 ナ ラ ・ミ大 盟 手 術 ノ目的 ・・淫 セ

ラ ノレ ・モ以 下 ナ レバCV.ヨ リ ノ副枝 ヲ捜 シテ之 ヲ切

除 ス本 幹 太 キ程叉 胸 腔 内 病 症 輕 キ モ ノ 程 癒 着 ナ キ モ

ノ 及 ビ病 症 輕 キモ ノ程 長 ク捻 除 シ得 、 長 ク捻 除 シタ

ル モ ノ程 横隔 膜 ノ上 昇 ・・速 カ ニ起 リ且 ツ短 時 日 ニ テ

最 高 位 二達 ス ノレモ短 カ キ モ ノハ其 ノ上 昇 ハ 徐 々 二行

ハ ルレ。(池 上 抄)

先 天 性 結 核 ノー 例

三 谷 茂(日 本 婦 人 科學 會 雑 誌 、 第2S巻 、 第9

號)

日赤 産院 二於 ケ,レ分娩 総 数160SO例 中 肺 尖 「カタ ノレ」

叉 ・・肺 結 核 ヲ合 併 セ,レモ ノ153例(0.95タ6)ア リ、 此

ノ内妊 娠7ケ 刀 以 前 二人 工 流産 術 ヲ施 行 セ ラ レese)tZ

モ ノ70Wil.妊 娠8ケ 月以 後 ノ娩 出見 総 数84例(墾 胎

1例)ア リ。 後 者 ノ中 二更 二j"宮 内 ニテ 既 二死 亡 セ ルレ

モ ノ及 ビ假 死 ヨ リ蘇 生 シ得 ザ リシ モ ノ 各1例 ア ル ヲ
∂

以テ是等 ヲ除外スレバ生活見82例 アリ。此ノ82名 ノ

初生見 ノ中産褥中二死 ノ軸蹄 ヲ取 レJlzモノ10名 ニ シ

テ12.2%ノ 死亡 ヲ示ス。叉母 ノ産褥中二死亡セルレモ

ノ6例 アリテ3.92%ノ 死亡奉二當ル。是等10例 ノ

死亡見中女性児1例 二於 テ結核 ノ子宮内傳染ヲ詮明

ン得タリ、る チ 母留 二肉眼的二肺臓及 ビ腎臓 ノ粟粒

結核、右繊維素性肋膜炎、左肺尖繊維素性癒 着 性肋

膜炎、氣管枝炎ヲ讃明 シ、見二 ・・肉眼的二肺肝臓及

ビ脾臓 二 粟粒結核、腸間膜及 ビ氣管枝周園淋巴腺/

結核 ヲ獲見シ、組織學的ニハ肺臓、肝臓、脾臓、腎臓、
の

副腎、淋巴腺等二結核性結節 ト無敷ノ結核菌 ヲ謹明

シ、心臓ニハ結核性心筋炎ヲ詮明 シ得タ ノミナラズ、

腹水 ヲ海狸二注射ンテ此二結核性墾化ヲ認 メ、胎盤

ニハ多数 ノ結核性結節 ト結核菌 ヲ詮明シ謄帯血管二

血栓性静脈炎ヲ詮明スル事 ヲ得 タ リ。是等ノ所見ハ

血行傳染 ヲ謹明ス,レモノニシテ、乃チ先 ヅ 母膿血行

中ノ結核 が絨毛ヲ侵 シ、然ル後胎免二移行 セルモノ

ナリ。(山 崎抄)


